表紙 by unknown
表紙
雑誌名 北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要
巻 5
発行年 2014
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00000114/
　第５号　2014年
北翔大学生涯
スポーツ学部
研究
紀要
論文
江別市における児童の体力向上に関する研究（第10報）
　─A小学校における朝運動プログラムの実践と効果検証─ ……… 1
 竹田　唯史　　増山　尚美
 大宮　真一　　晴山紫恵子
 山本　公輔　　石井　由依
北海道キャンプ協会の現況から見た課題と
　北海道のキャンプムーブメントの将来的な発展のための提言…… 15
 粥川　道子　　青木康太朗
北方圏における総合型地域スポーツクラブ会員の運動実施率について …… 29
 永谷　　稔　　千葉　直樹
 畠山　孝子　　　　　　　
しゃがみ込みテストと足関節背屈角度の関連性 …………………… 37
 吉田　昌弘　　吉田　　真
報告
平成25年度月形健康づくり・体力づくり推進事業実施報告 ……… 43
 井出幸二郎　　上田　知行
 小坂井留美　　小田　史郎
 本多　理紗　　竹田　唯史
 小田嶋政子　　竹内　　晶
総合型地域スポーツクラブの人材育成マニュアルの作成 ……… 47
 上田　知行　　永谷　　稔
 藤原　信介　　　　　　　
研究教育活動 …………………………………………………………… 53
ISSN 1884－9563
????????????
????
???
?????
目　　　　　次
　論　　文
江別市における児童の体力向上に関する研究（第10報）
　─Ａ小学校における朝運動プログラムの実践と効果検証─
　　……………………………………………………………………………　竹　田　唯　史 （ 1）
増　山　尚　美　　　
大　宮　真　一　　　
晴　山　紫恵子　　　
山　本　公　輔　　　
石　井　由　依　　　
北海道キャンプ協会の現況から見た課題と
　北海道のキャンプムーブメントの将来的な発展のための提言
…………………………………………………………………………………　粥　川　道　子 （ 15）
青　木　康太朗　　　
北方圏における総合型地域スポーツクラブ会員の運動実施率について
…………………………………………………………………………………　永　谷　　　稔 （ 29）
千　葉　直　樹　　　
畠　山　孝　子　　　
しゃがみ込みテストと足関節背屈角度の関連性
…………………………………………………………………………………　吉　田　昌　弘 （ 37）
吉　田　　　真　　　
　報　　告
平成25年度月形健康づくり・体力づくり推進事業実施報告
…………………………………………………………………………………　井　出　幸二郎 （ 43）
上　田　知　行　　　
小坂井　留　美　　　
小　田　史　郎　　　
本　多　理　紗　　　
竹　田　唯　史　　　
小田嶋　政　子　　　
竹　内　　　晶　　　
総合型地域スポーツクラブの人材育成マニュアルの作成
…………………………………………………………………………………　上　田　知　行 （ 47）
永　谷　　　稔　　　
藤　原　信　介　　　
平成25年研究教育活動　（2013.1.1～2013.12.31）　 …………………………………………… （ 53）
CONTENTS
　Articles
Study on Improvement of Physical Fitness at Elementary Students in Ebetsu City 10
　─ Practice of Morning Exercises at A Elementary School─
　　…………………………………………………………………………　Tadashi TAKEDA （ 1）
Naomi MASHIYAMA
Shin-ichi OMIYA
Shieko HAREYAMA
Kosuke YAMAMOTO
Yui ISHII
Agenda Seen from Current Situation of the Hokkaido Camp Association
　and A Proposal for Future Development of Camp Movements in Hokkaido
………………………………………………………………………… 　Michiko KAYUKAWA（ 15）
Kotarou AOKI
A Study about Member’s Activity Rate
　in Northern Area All-Round Community Sports Club
　　……………………………………………………………………… 　Minoru NAGATANI （ 29）
Naoki CHIBA
Takako HATAKEYAMA
The Relationship between the Deep Squatting 
　Test and range of motion of the ankle joint
　　……………………………………………………………………… 　Masahiro YOSHIDA （ 37）
Makoto YOSHIDA
　Reports
A Report with Regard to Tsukigata Health and Fitness Promotion Projects
………………………………………………………………………………………　Kojiro IDE （ 43）
Tomoyuki UEDA
Rumi KOZAKAI
Shiro ODA
Risa HONDA
Tadashi TAKEDA
Masako ODAJIMA
Akira TAKEUCHI
A Study about Instructor Training System
　at All-round Community Sports Club
……………………………………………………………………………… 　Tomoyuki UEDA （ 47）
　Minoru NAGATANI
Shinsuke FUJIWARA
Research Activities 2013　（2013.1.1～2013.12.31） ………………………………………… （ 53）
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要　第５号
Bulletin of Hokusho University School of Lifelong Sport　No. ５
平成26年３月
March，2014
はじめに
　今日，日本国内をはじめ北海道や北海道内
においても江別市の児童の体力低下が指摘さ
れている。中学生の体力は改善傾向がみられ
ているが，小学校においては依然として体力
の低下が指摘されている1）。筆者らは，平成
21年度から江別市教育委員会と連携し，「江
別市内における児童の体力向上に関する実践
的調査研究」2）3）4）5）6）7）を行ってきた。平
成21年度は，「全国体力・運動能力，運動習
慣等調査」の結果から，江別市内のＡ小学校
の児童の体力水準について分析を行った。平
成22年度は，大学近隣のＡ小学校２，３年生
を対象として，教員を目指す学生が中心と
なって「朝の運動プログラム」を実施し，そ
の効果を検証した。平成23，24年度は対象
者を１, ２年生として「朝の運動プログラム」
を実施した。
　平成25年度は，これまでの朝運動プログラ
ムの目的である，「運動好きの子どもの育成」
「体力・運動能力の向上（特にコーディネー
ション能力の向上）」に，上位学年の参加に
よる「ジュニアリーダー育成と異学年交流」
という新たな視点を加え実施することした。
　本研究はそれらの内容・体力測定結果，ア
ンケート結果に基づき，朝の運動プログラム
の効果について検証することを目的とする。
研究方法
１．対象者
　対象者は，江別市内のＡ小学校（全校生徒
130名，平成25年５月１日現在）の１年生28
名（男子19名，女子９名）であった。今年度
からの新たな取り組みとして，「ジュニアリー
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ダー育成と異学年交流」という視点も加え，
過去３年間に朝運動を経験してきた４～６年
生で自主的に参加を希望した17名（４年生６
名，５年生８名，６年生３名）が「ジュニアリー
ダー」（以下，Jr.R）として参加した。Jr.Rには，
「任命証」を渡し，リーダーとしての自覚を
促した（図１）。また，プログラム開始前の
４回に「Jr.R会議」を開催し，１年生に指導
予定のプログラムをJr.Rとともに内容・ルー
ルを検討した。
　また，Ａ小学校におけるプログラムの効果
を検証するためにプログラムを実施していな
い同地域で同規模のＢ小学校（全校生徒192
名，平成25年５月１日現在）の１年生26名（男
子14名，女子12名）をコントロール群とした。
図１　ジュニアリーダー任命証
２．「朝の運動プログラム」内容
　対象の児童に対し，平成25年５月10日～
12月20日までの期間に，午前８時５分～25
分までの20分間に「朝の運動プログラム」全
33回（うち体力測定２回）を実施した。
　「朝の運動プログラム」については，体を
動かす遊びを中心とした運動プログラムの実
践を通して，運動の楽しさをこどもたちへ伝
えることを目的とし，そのことによって子ど
もの生活における運動習慣が促進され，体力・
運動能力の向上を図るものとした。同時にコ
ミュニケーション能力の醸成を図るために運
動遊びの形式を取り入れ，「生きる力」の基
礎作りもねらいとした。また，Jr.Rには異学
年交流による「リーダーシップ育成」を目標
として行われた。
　具体的な目標は以下の３点である。
１）運動・遊び好きの子どもの育成
　「汗を流すと気持ちいい」，「運動すること
が楽しい」と感じることのできる子どもの育
成をめざす。これにより生活スタイルの中に
運動を取り入れ，運動の習慣化の確立をねら
う。
２）基礎的・基本的運動の習得および体力の向上
　走，跳，投を中心とした基礎的な動きを体
験し，あらゆる運動やスポーツに必要な基本
的運動能力と体力の向上をめざす。
３）コミュニケーション能力の醸成
　仲間とともに運動の場と時間を共有し，声
に合わせて体を動かしたり，競争して遊ぶこ
とによって，コミュニケーション能力の向上
をめざす。特にジュニアリーダーはリーダー
シップ性を発揮し，発達の異なる子ども集団
におけるコミュニケーション能力の育成を目
指した。
３．運動プログラムの指導体制
　教育職員を目指している北翔大学大学院生
１名，北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教
育学科の学生21名，同大学生涯学習システム
3学部学習コーチング学科６名，同大学短期大
学部こども学科の学生５名が中心となって，
「朝の運動プログラム」の指導にあたって。
１回につき約10～15名の指導体制で，１名
がメイン指導者となり，他の学生がサブ指導
者となって指導にあたった。プログラム実施
に際し，事前に内容の検討を行った。
４．新体力テスト
　プログラム開始前と終了時に文部科学省の
新体力テストを実施した。
　新体力テストで実施した種目は，握力，上
体起こし，長座体前屈，反復横跳び，20mシャ
トルランおよび立ち幅跳びの室内で実施でき
る６種目であった。
５．アンケート調査
　全プログラム終了後に１年生とJr.Rとそ
の保護者に，プログラムの内容に関するアン
ケート調査を実施した。１年生とJr.Rからは
全員回答があり，保護者に関しては，１年生
17名，Jr.R ７名の回答があった。
６．統計処理
　新体力テストの測定項目において，それぞ
れの平均値と標準偏差を算出し，Ａ小学校と
Ｂ小学校の男女それぞれに関し，５月と12月
の変化を，重複測定-分散分析法（Repeated 
measure ANOVA）8）により検討し，交互作
用，個体内変動（各小学校における5月と11
月の比較），個体間変動（Ａ小学校とＢ小学
校の比較）について検討した。尚，交互作用
に有意さが生じたものは，個体内変動に関し
ては，対応のあるｔ検定（両側）を，個体間
変動に関しては，対応のないｔ検定（両側）
により検討した。有意水準はp<0.05とした。
結果および考察
１．運動プログラムの実践内容
　表１に実施した運動プログラム概要を示し
た。
　１～５回目（２回目は体力測定）は，Jr.R
のみで１年生との実施プログラムを考える
「Jr.R会議」を実施し，「ステップ鬼｣，「とう
りゃんせ」，「馬車」，「北風と太陽」などのルー
ル・実施方法について検討した。
　６回目以降は１年生が参加した。１年生が
朝運動自体に慣れるようにするために，１年
のみの参加日とJr.Rと一緒に参加する日を
交互に設定した。
　今年度のプログラムは，特に大きな道具を
準備しなくても子ども同士で実施できるとい
う観点で作成を試みた。また１年生もJr.Rも
同時に運動が楽しめることも重要な観点とし
てプログラムを作成した。
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要　第５号4
表１　朝運動プログラム実施内容表１　平成25年度　前期実施プログラム内容
回 月日 曜日 項　目 内　　容
1 5/10 金
バランス・跳・
走運動（ジュニア
リーダー会議）
ステップ鬼：逃げたり追いかけたりする時のステップを指定し，通常の
鬼ごっこのルールを用いて行う。ステップの種類には，スキップ，ギャ
ロップ，ツーステップ，ポルカステップがある。
2 13 月 新体力テスト
（１年生）
握力：強く握る力の測定。左右の平均値を求める。
長座体前屈：長座の姿勢で前屈をし，柔軟性を測定。
立ち幅跳び：その場から遠くへ跳ぶ力を測定。
上体起こし：30秒間に上体を起す回数を測定。
反復横跳び：１ｍ間隔の3本のラインを20秒間にできるだけ素早く左右
に往復する。敏捷性を測定。
20ｍシャトルラン：20ｍの距離を何往復できるかを測定し，持久力を
測定。
3 14 火 支持・跳運動
（Jr.R会議）
とおりゃんせ：大学生が平ゴムを持ち，Jr.Rは詩を唱えながら平ゴムに
体が触れないようにくぐったりまたいだりする。平ゴムに体が触れて
しまったら持ち手と交代する。
4 21 火
支持・バランス・
走運動
（Jr.R会議）
馬車：リングバトンに縄を縛った道具を用いて，二人一組で引っ張った
り引っ張られたりする。引っ張られる人はＶ字・うつ伏せの姿勢をと
り体に力を入れ，引っ張る人は思いっきり勢い良く縄を引っぱり体育
館を一周する。
5 24 金 走・投運動
（Jr.R会議）
北風と太陽：異なるボールを使い「太陽ボール」「凍りボール」とした
鬼ごっこ。凍りボールに当てられるとその場で動けなくなり，太陽ボー
ルで助けることが出来る。鬼は固定ではなく，凍りボールを持ってい
る人・拾った人が鬼となる。
6 6/18 火 支持・跳運動
（１年生のみ）
とおりゃんせ：大学生が平ゴムを持ち，１年生は詩を唱えながら平ゴム
に体が触れないようにくぐったりまたいだりする。平ゴムに体が触れ
てしまったら持ち手と交代する。
7 25 火
支持・跳・
走運動
（Jr.R＆１年生）
牧場鬼：平ゴムで囲いをつくり，変化し移動する範囲の中で手つなぎ鬼
をする。範囲は正方形・三角形・長方形と変化し最後はゴムを外し体
育館全体に開放する。
とおりゃんせ：Jr.Rが平ゴムを持ち，１年生は詩を唱えながら平ゴムに
体が触れないようにくぐったりまたいだりする。平ゴムに体が触れて
しまったら持ち手と交代する。
8 28 金
支持・バランス・
跳・走運動
（１年生のみ）
小さな雲：ポリ袋で「雲」に見立てた風船を作る。各班ごとに円陣をつ
くり雲を床に落とさず何回続けられるか数を数える。次の段階では円
陣の外周にケンステップを配置し，雲を打ち上げた人は必ずケンス
テップを踏んでから輪に戻り続ける。同じ人が続けて雲を打ち上げる
ことは出来ない。
9 7/2 火
支持・跳・
走運動
（Jr.R＆１年生）
小さな雲：ポリ袋で「雲」に見立てた風船を作る。各班ごとに円陣をつ
くり雲を床に落とさず何回続けられるか数を数える。次の段階では円
陣の外周にケンステップを配置し，雲を打ち上げた人は必ずケンス
テップを踏んでから輪に戻り続ける。
とおりゃんせ：詩を唱えながら平ゴムに体が触れないようにくぐったり
またいだりする。平ゴムに体が触れてしまったら持ち手と交代する。
10 7/9 火 投・跳・走運動
（１年生のみ）
２人組ボール鬼ごっこ：２人１組になり，鬼はボールを持ち逃げ手にボー
ルタッチする。タッチされたら鬼が交代する。
貝集め：貝に見立てた紙ボールを拾い，大縄跳びの波を越えて加工場（袋）
に貝を運ぶ。帰りは勢いをつけて海（マット）にダイビング。
11 12 金
支持・バランス・
跳・走運動
（Jr.R＆１年生）
貝集め：貝に見立てた紙ボールを拾い，大縄跳びの波を越えて加工場（袋）
に貝を運ぶ。帰りは勢いをつけて海（マットまたは新聞紙を選択）に
ダイビング。
512 19 金
走・跳・登・支
持・走・投運動
（１年生のみ）
どこにたくさん飛んだかな：高さ区分が可能な新聞紙の的を目掛けて尻
尾付きの紙ボールを投げる。自分のボールがどこに当たったかを見極
められるように紙ボールにすずらんテープを付ける。ボールを目で追
うことに重点をおく。
13 23 火 走・投運動
（Jr.R＆１年生）
紙ボール投げ：新聞紙を丸めて紙ボールをつくり新聞紙まとに当てる→
壁に貼ってあるビニールテープをジャンプして取り紙ボールに巻きつ
けて補強し新聞紙まとに当てるを繰り返す。（一度に取れるビニール
テープは１枚のみ）
14 8/23 金 投運動
（Jr.R＆１年生）
尻尾付き紙ボール投げ：尻尾付き紙ボールを滝に見立てたスズランテー
プの上を越えるように投げ，滝をくぐりとりに行く。紙ボールを目で
追うことに重点を置く。
15 27 火 走・投運動
（Jr.R＆１年生）
小さな雲：ポリ袋で「雲」に見立てた風船を作る。各班ごとに円陣をつ
くり雲を床に落とさず何回続けられるか数を数える。次の段階では円
陣の外周にケンステップを配置し，雲を打ち上げた人は必ずケンス
テップを踏んでから輪に戻り続ける。
２人組ボール鬼ごっこ：２人１組（１年生同士，Jr.R同士）で行う。鬼
がボールを持って逃げ手にタッチする。タッチされたら鬼が交代する。
16 9/3 火 走・跳・投・運動
（Jr.R＆１年生）
えさ取りダッシュ：壁に貼ってある絵柄の異なるコースターを目掛け，
壁を駆け上りタッチする。絵柄によって得点が異なり，多く点を取っ
た人が勝ちとなる。
ぶっつけ合戦：２チームに分かれ，平ゴムで囲った範囲内で行うボール
ゲーム。外野が敵チームの内野を狙う。内野はボールを当てられたら
外野へ回る。ゲーム終了時に内野に多く残ったチームの勝ち。
17 13 金 走・跳・投・運動
（Jr.R＆１年生）
えさ取りダッシュ：壁に貼ってある絵柄の異なるコースターを目掛け壁
を駆け上りタッチする。絵柄によって得点が異なり，多く点を取った
人が勝ちとなる。
ジャングルサバイバル：平ゴムで３ステージ（森・林・木）の囲いをつ
くり，最初に１年生は森ステージに入る。Jr.Rは外周から１年生を狙
いボールを投げる。ボールを当てられた１年生は，森・林・木ステー
ジへと順に移動していく。それぞれのステージによって得点が異なる。
18 17 火 走・跳・投・運動
（Jr.R＆１年生）
えさ取りダッシュ：壁に貼ってある絵柄の異なるコースターを目掛け壁
を駆け上りタッチする。絵柄によって得点が異なり，多く点を取った
人が勝ちとなる。
ジャングルサバイバル：平ゴムで３ステージ（森・林・木）の囲いをつ
くり，最初に1年生は森ステージに入る。Jr.Rは外周から１年生を狙
いボールを投げる。ボールを当てられた１年生は，森・林・木ステー
ジへと順に移動していく。それぞれのステージによって得点が異なる。
19 20 金 走・投・運動
（Jr.R＆１年生）
ツーメン壁タッチ①シュートなし：Jr.Rと１年生でペアをつくり，パス
を繰り返し壁のシートにタッチする。②シュートあり：①と同様の要
領で進み，リングにシュートしてから壁タッチする。
20 24 火 走・投・運動
（Jr.R＆１年生）
ツーメン壁タッチ①シュートなし：Jr.Rと１年生でペアをつくり，パス
を繰り返し壁のシートにタッチする。②シュートあり：①と同様の要
領で進み，リングにシュートしてから壁タッチする。
ジャングルサバイバル：平ゴムでライオンの森・ゴリラの林の囲いを作
る。最初Jr.Rは２組に分かれ，１年生からのボールに当たらないよう
に逃げる。ボールが当たったJr.Rは，森→林ステージに移動する。残
れたステージによってもらえる得点が異なる。
21 27 金 走・投・跳運動
（Jr.R＆１年生）
ジグザグ壁タッチ：コーンをジグザグに走り抜けダッシュし，壁のシー
ルにタッチする。
ジャングルサバイバル版鬼ごっこ：①Jr.Rと一年生を交えた２チーム相
手チームのボールに当たらないように逃げ，ボールに当たった場合は
その場で指定された姿勢で凍る。ゲーム終了時に凍っている人が少な
いチームの勝ちとなる。
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22 10/1 火 走・投・跳運動
（Jr.R＆１年生）
ジグザグ壁タッチ：コーンをジグザグに走り抜けダッシュし，壁のシー
ルにタッチする。
ジャングルサバイバル版鬼ごっこ：①Jr.Rと一年生を交えた２チーム相
手チームのボールに当たらないように逃げ，ボールに当たった場合は
その場で指定された姿勢で凍る。ゲーム終了時に凍っている人が少な
いチームの勝ちとなる。
23 4 金 走・投・跳運動
（Jr.R＆１年生）
ジグザグ走壁タッチ：チーム全員で一列になり，コーンをジグザグに走
り抜けダッシュに続けて跳び箱の台を踏み越え壁のタッチシールに跳
びつく。１本目は競争なしで行い，２本目は勝敗を決める。
ジャングルサバイバル版鬼ごっこ：①Jr.Rと一年生を交えた２チーム相
手チームのボールに当たらないように逃げ，ボールに当たった場合は
その場で指定された姿勢で凍る。仲間は凍っている人の手を引いて逃
げることで助けることが出来る。ゲーム終了時に凍っている人が少な
いチームの勝ちとなる。
24 8 火 走・投・跳運動
（Jr.R＆１年生）
ジグザグ走壁タッチ：チーム全員で一列になり，コーンをジグザグに走
り抜けダッシュに続けて跳び箱の台を踏み越え壁のタッチシールに跳
びつく。１本目は競争なしで行い，２本目は勝敗を決める。
ジャングルサバイバル版鬼ごっこ：①Jr.Rと一年生を交えた２チーム相
手チームのボールに当たらないように逃げ，ボールに当たった場合は
その場で指定された姿勢で凍る。仲間は凍っている人の手を引いて逃
げることで助けることが出来る。ゲーム終了時に凍っている人が少な
いチームの勝ちとなる。
25 11/22 金
走・投・
支持運動
（Jr.R＆１年生）
ボール凍り鬼ごっこ：鬼の持つボールに当たらないように逃げる遊び。
ボールが当たった場合は，その場で指定された姿勢で凍る。凍った人
を助けるには，手を繋ぎ安全な場所まで連れて行かなければならない。
ボールを持った人が鬼となるため，鬼は随時入れ替わっていく。
オセロ：制限時間内にオセロをひっくり返して自チームの色に変える。
一度にひっくり返せるオセロは１枚とし体育館の奥側とステージ側を
交互に攻め，終了の合図でオセロの数が多いチームが勝ちとなる。
26 26 火 走・支持運動
（Jr.R＆１年生）
いそげタッチマン：ケンステップの中に座った状態でスタートし，壁に
向かってダッシュ＋タッチする。戻ってきたら好きな色のケンステッ
プの中に座る。
みんなdeオセロサーキット：４色チームに分かれ体育館の中央から全
員同時にスタートし，一番近いコーナーに置かれたオセロを１年生は
１枚だけ・Jr.Rは左右の手を使い一枚ずつ（計２枚）自チームの色に
返す。返したら半時計回りで次のコーナーへ移動し終了の合図まで同
じことを繰り返す。終了時にオセロの数が多いチームの勝ちとなる。
27 12/3 火 走・支持運動
（Jr.R＆１年生）
いそげタッチマン：好きな色のケンステップを選択し中に座った状態で
スタート。壁に向かってダッシュ＋選択した色のケンステップにタッ
チする。戻ってきたら同色のケンステップの中に座る。
みんなdeオセロサーキット：４色チームに分かれ体育館の中央から全
員同時にスタートし，一番近いコーナーに置かれたオセロを１年生は
１枚だけ・Jr.Rは左右の手を使い一枚ずつ（計２枚）自チームの色に
返す。返したら半時計回りで次のコーナーへ移動し終了の合図まで同
じことを繰り返す。終了時にオセロの数が多いチームの勝ちとなる。
28 6 金 投・跳・支持運動
（Jr.R＆１年生）
ボール当て凍り鬼ごっこ：スタート時に転がってくるボールを拾った人
が鬼となり，持ってない人は逃げ手となる。ボールが当たったら凍
り，逃げ手にタッチしてもらうと凍けて逃げることが出来る。ボール
を持った人が鬼となるため，鬼は常に入れ替わっていく。
数え詩波跳び：数え詩を唱えながらの長縄跳び。詩に合わせ揺れる縄（大
波）の動きにタイミングよく順に入っていく。
729 9 月 新体力テスト
（１年生）
握力：強く握る力の測定。左右の平均値を求める。
長座体前屈：長座の姿勢で前屈をし，柔軟性を測定。
立ち幅跳び：その場から遠くへ跳ぶ力を測定。
上体起こし：30秒間に上体を起す回数を測定。
反復横跳び：１ｍ間隔の３本のラインを20秒間にできるだけ素早く左右
に往復する。敏捷性を測定。
20ｍシャトルラン：20ｍの距離を何往復できるかを測定し，持久力を
測定。
30 10 火 投・跳・支持運動
（Jr.R＆１年生）
ボール当て凍り鬼ごっこ：スタート時に転がってくるボールを拾った人
が鬼となり，持ってない人は逃げ手となる。ボールが当たったら凍
り，逃げ手にタッチしてもらうと凍けて逃げることが出来る。ボール
を持った人が鬼となるため，鬼は常に入れ替わっていく。
数え詩波跳び：数え詩を唱えながらの長縄跳び。詩に合わせ揺れる縄（大
波）の動きにタイミングよく順に入っていく。全員が縄に入ることが
出来たら，詩に合わせながらタイミングよく１人づつ順に縄から抜け
ていく。
31 13 金 走・跳・支持運動
（Jr.R＆１年生）
見つけてダッシュ：うつ伏せの状態からスタートの合図で起き上がり壁
に向かってダッシュ＋タッチする。スタート時とは別な位置に移動し
て手を広げている指導者の前にダッシュで戻ってきて座る。
ぐるぐるリレー：４コーナーから同時にスタートし，コース上の障害物
を越えながら全力で走るチーム対抗のリレー。１周走ったら次の人へ
リングバトンを渡し，アンカーの人は1周走りきった後に自チームの
先頭へリングバトンを渡す。先頭はダッシュしコース中央の指導者の
腕へリングバトンをかける。早くリングバトンをかけた順に順位が決
まる。
32 17 火 走・跳・支持運動
（Jr.R＆１年生）
ぐるぐるリレー：４コーナーから同時にスタートし，コース上の障害物
を越えながら全力で走るチーム対抗のリレー。１周走ったら次の人へ
リングバトンを渡し，アンカーの人は1周走りきった後に自チームの
先頭へリングバトンを渡す。先頭はダッシュしコース中央の指導者の
腕へリングバトンをかける。早くリングバトンをかけた順に順位が決
まる。
数え詩波跳び：数え詩を唱えながらの長縄跳び。詩に合わせ揺れる縄（大
波）の動きにタイミングよく順に入っていく。全員が縄に入ることが
出来たら，詩に合わせながらタイミングよく１人づつ順に縄から抜け
ていく。
33 20 金 走・蹴運動
（Jr.R＆１年生）
ゴールANDゴール：２チーム対抗戦でボールを蹴り合い相手チームの
ゴールに蹴りいれると得点となる。１人でけり続けること（ドリブル）
は出来ないのでメンバーでボールを繋ぎ得点を競うゲーム。
朝の運動のまとめ：ぐるぐるリレーの結果表を元にチームの特徴を分析
する。一年生とJr.Rが朝運動の活動を振り返る時間。
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要　第５号8
図１　馬車
①貝を拾って，波を跳びこえて
①ジャンプしてテープ取り
図４　牧場鬼
図２　小さな雲
図６　貝集め
図７　紙ボール投げ
②拾った貝は加工場の袋へ
②テープを紙ボールに巻く
図３　とおりゃんせ
③新聞紙の海へスライディング
③的めがけて全力投球
図５　２人組ボール鬼ごっこ
9２．児童の体力および運動能力の変化
１）新体力テストの５月と12月との比較
　表２，表３にプログラム開始前（５月）と
終了後（12月）のＡ小学校とＢ小学校の新体
力テストの測定結果を示した。
　Ａ小学校の１年生男子は，５月の平均値と
比較して，12月の平均値はすべての項目で向
上した。特に，立ち幅跳び,長座体前屈，反
復横とび,シャトルランで有意に平均値が向
上した。また12月に測定した全ての種目に
おいて小学校1年生男子の全国平均値９）を上
回った。
　コントロール群であるＢ小学校の１年男子
は，長座体前屈は５月と比較して12月の値は，
有意に低下したが，それ以外のすべての項目
が５月の平均値より12月の平均値が向上した
（表２）。特に立ち幅跳び，反復横とびが有意
に向上した。
　Ａ小学校とＢ小学校を比較すると５月の長
座体前屈のみ有意な差がみられ，その他の項
目に差はみられなかった。
　女子に関してみると，Ａ小学校の１年女子
は，長座体前屈を除くすべての項目で５月よ
り12月の方が高い値となった（表３）。反復
横とび，シャトルランに関しては有意に向上
した。全国平均値と比較すると，長座体前屈
を除く全ての種目が高い値を示した。
　Ｂ小学校１年女子は，上体起こしを除くす
べての種目の平均値が５月の値と比較して12
月の値が向上した。また12月に測定したすべ
ての項目が全国平均値を上回った。
　Ａ小学校とＢ小学校において差がある項目
はなかった。
　以上の結果をまとめると，Ａ小学校の１年
生はＢ小学校と比較して，５月では各種目の
値が低かったが，12月では同等か高い値を示
した。以上のことから，Ａ小学校で指導した
朝の運動プログラムが１年生の体力・運動能
力を向上させる内容であったと考えられる。
表２　新体力測定結果の全国・Ａ小学校（n=19）・Ｂ小学校（n=14）の結果（1年男子）
種目 立ち幅跳び 握力
長座
体前屈
上体
起こし
反復
横とび
シャトル
ラン 身長 体重
単位 （m） （kg） （cm） （回） （回） （回） （cm） （kg）
??? 男子平均 114.0 9.4 25.9 11.5 27.2 18.5 116.5 21.2
標準偏差 17.6 2.3 6.6 5.4 5.1 9.4 4.8 2.9
????
?
??
?
男子平均（5月） 117.7 10.9 23.4 13.2 26.6 13.8 118.3 22.4
標準偏差 12.2 2.1 5.3 4.2 2.2 6.3 3.1 3.3
男子平均（12月） 129.1 11.3 28.5 13.8 27.9 23.9 122.1 23.8
標準偏差 13.9 2.1 8.1 3.8 3.0 13.3 3.0 3.5
????
?
??
?
男子平均（5月） 124.4 11.2 31.9 11.9 26.9 16.3 119.0 23.5
標準偏差 21.7 2.7 5.7 4.4 3.3 10.6 6.03 6.2
男子平均（12月） 129.5 11.3 26.2 13.6 30.3 22.9 122.1 25.2
標準偏差 16.0 2.7 5.7 5.5 4.4 13.8 6.2 7.0
交互作用 n.s. n.s. ** n.s. * n.s. ** n.s 
ｔ検定5月vs 12月 ** n.s. t*A **B n.s t*A **B ** t**AB **
Ａ小学校vsＢ小学校 n.s. n.s. t**5月 n.s n.s n.s n.s n.s
n.s.：no signiﬁ cant，*：p<0.05，**：p<0.01　
t：交互作用が有意な差があったためｔ検定を実施，有意な差があった項目を記載　
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表３　新体力測定結果の全国・Ａ小学校（n=9）・Ｂ小学校（n=12）の結果（1年女子）
種目 立ち幅跳び 握力
長座
体前屈
上体
起こし
反復
横とび
シャトル
ラン 身長 体重
単位 （m） （kg） （cm） （回） （回） （回） （cm） （kg）
??? 女子平均 106.4 8.8 28.5 11.0 26.3 15.3 115.8 20.7 
標準偏差 16.4 2.2 6.5 5.0 4.5 6.7 4.76 2.82
????
?
??
?
女子平均（5月） 106.4 9.2 28.8 11.8 24.6 13.1 115.1 20.6
標準偏差 14.5 1.4 4.0 2.8 2.4 3.4 4.4 1.9
女子平均（12月） 117.9 10.5 27.7 12.4 26.7 17.4 118.0 21.7
標準偏差 9.7 1.6 4.7 4.7 1.5 7.3 4.6 2.5
????
?
??
?
女子平均（5月） 115.3 9.4 28.2 14.3 24.7 12.1 115.9 21.3
標準偏差 19.0 2.2 7.6 3.8 3.3 3.4 4.2 4.4
女子平均（12月） 116.4 9.6 29.6 13.4 27.3 16.1 122.7 22.9
標準偏差 19.5 2.4 4.3 4.5 3.5 7.0 4.8 4.8
交互作用 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. * n.s.
ｔ検定5月vs 12月 n.s. n.s. n.s. n.s ** * t**AB **
Ａ小学校vsＢ小学校 n.s. n.s. n.s. n.s n.s n.s n.s. n.s.
n.s.：no signiﬁ cant，*：p<0.05，**：p<0.01　
t：交互作用が有意な差があったためｔ検定を実施，有意な差があった項目を記載　
３．アンケート調査結果　
１）一年生へのアンケート
　児童へのアンケートの集計結果を表６～
10に示した。
　「朝の運動は楽しかったですか？」（表６）
という問いに対して，「①とても楽しかった」
と回答したのが21名であった。「②楽しかっ
た」と回答したのが8名であった。また，「朝
の運動をするようになって前より運動が好き
になりましたか？」（表７）という問いに対
して，「①とても好きになった」と回答した
のは18名であり，「②好きになった」と回答
したのは11名であった。これらの結果から，
１年生は朝運動に対して好意的にとらえ朝運
動を有意義に活動していたことより，今年度
の朝運動プログラムは１年生にとって満足で
きるプログラム内容であったと考えられる。
　「朝の運動をするようになって生活の仕方
がどのように変わりましたか？」（表８，複
数回答可）という問いに対して，「①いつも
より朝食をとるようになった」と回答したの
が12名，「②自分で起きられるようになった」
が，19名，「③体を動かして遊ぶことが多く
なった」が12名，「④前より勉強がおもしろ
くなった」が14名，「⑤遊ぶ友だちがふえた」
が14名であった。この質問から朝の運動プロ
グラムを通して，子どもたちは生活習慣の見
直し，改善を図ることが出来たと考えられる。
そして，運動習慣が生活習慣にも大きく影響
したと考えられる。
　「来年もこの朝運動がしたいですか？」（表
９）という問いに対して，「①したい」と回答し
たのが25名，「②したくない」と回答したのが３
名であり，回答なしが１名だった。来年もした
いと答えた児童がほとんどであったが，した
くないと回答したのが３名，回答なしが１名い
たことは，来年度以降のプログラム内容を少な
からず改善する余地があるものと考えられる。
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２）ジュニアリーダーへのアンケート
　Jr.Rへのアンケートの結果を表11～15に示
す。
　「朝の運動は楽しかったですか？」（表11）
という問いに対して，「①とても楽しかった」
と回答したのが５名,「②楽しかった」と回答
したのが11名,「③楽しくなかった」と回答し
たのが１名であった。また，「朝の運動をする
ようになって前より運動が好きになりました
か？」（表12）という問いに対して，「①とて
も好きになった」と回答したのは６名,「②同
じくらい好き」と回答したのは11名であった。
これらの結果から，Jr.Rは朝運動に対して好意
的にとらえていたが，約半数の子どもが朝運
動実施前と実施後での気持ちの変化を示した
人数が多くなかったことにより,今後リーダー
として下級生を指導することのできるプログ
ラムについて熟慮し，内容についても改善し
ていく必要があると考えられる。今年度のプ
ログラム内容は１年生にとっては適切であっ
たが，Jr.Rに対しては，少し難易度が低く物足
りなさを感じていた可能性があるものと考え
られる。
　「朝の運動をするようになって生活の仕方が
どのように変わりましたか？」（表13，複数回
答可）という問いに対して，「①いつもより朝
食をとるようになった」と回答したのが２名，
「②早く起きられるようになった」が，４名，「③
体を動かして遊ぶことが増えた」が１名，「④
前より勉強がおもしろくなった」が２名，「⑤
前より遊ぶ友達関係が増えた」が２名。「⑥前
より低学年との交流が増えた」が８名。「⑦そ
の他」特に変わらないが２名。この質問から
朝の運動プログラムを通して，子どもたちは
「異学年交流の機会」が増加したといえる。
表６　朝の運動は楽しかったですか？（人数）
選択肢 １年生
①とても楽しかった 21
②楽しかった 8
③楽しくなかった 0
表７　朝の運動をするようになって前より運
動が好きになりましたか？（人数）
選択肢 １年生
①とても好きになった 18
②好きになった 11
③きらいになった 0
表９　来年もこの朝運動がしたいですか？
選択肢 １年生
①したい 25
②したくない 3
③回答なし 1
表10　体育の授業のほかに１時間以上運動す
る日が１週間に何回ありますか？（体育
授業や少年団・運動教室・自由遊びなど）
選択肢 １年生
５回以上 7
４回 1
３回 3
２回 1
１回 10
０回 6
回答なし 1
表８　朝の運動をするようになって，生活の仕
方がどのように変わりましたか？（人数）
選択肢 １年生
①いつもより朝食をとるようになった 12
②自分で起きられるようになった 19
③体を動かして遊ぶことが多くなった 12
④前より強強がおもしろくなった 14
⑤遊ぶ友だちがふえた 14
⑥その他 0
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　「来年もJr.Rとして参加したいですか？」（表
14）という問いに対して，「①したい」と回答
したのが６名,「②したくない」と回答したの
が７名,「③その他」が１名,「④回答なし」が
３名だった。約半数の児童がしたいと回答し，
残りの約半数の児童がしたくないと回答した
結果は多くの検討課題を残したことを示して
いると考えられる。今年度のプログラム内容
は１年生に焦点を合わせたものであり，Jr.R
には１年生を補助する立場となる場面が多く，
思い切り体を動かす機会が少なかったこと，
４，５年生の中にはリーダーとしての役割を果
たすことより，自らが朝、運動を楽しみたい
という動機で参加した児童もいたことが原因
ではないかと考えられる。
３）保護者へのアンケート
　「お子様は，朝の運動を楽しみにして参加し
ている様でしたか？」という問いに対し，「と
ても楽しみにしていた」と回答したのは１年
生９名で，Jr.R１名だった。「少し楽しみにし
ていた」と回答したのが，１年生７名，Jr.R
３名であった。｢あまり楽しみにしていなかっ
た｣ と回答したのが１年生１名, Jr.R１名。「ど
ちらともいえない」と回答したのが, Jr.R２名
であった。
　「ご家庭で「朝の運動」のことについて話題
になることがありましたか？」の問いに対し，
「よく話題になった」と回答したのが，１年生
４名であり，「ときどき話題になった」と回答
したのが，１年生８名，Jr.R３名であった。「全
くなかった」と回答したのが,１年生５名, Jr.R
４名であった。
　「朝運動を実施してお子様の様子に変化がみ
られましたか？」（自由回答）に対しては，「早
表11　朝の運動は楽しかったですか？（人数）
選択肢 Jr.R
①とても楽しかった 5
②楽しかった 11
③楽しくなかった 1
表12　朝の運動をするようになって前より運
動が好きになりましたか？（人数）
選択肢 Jr.R
①とても好きに好きになった 6
②同じくらい好き 11
③きらいになった 0
表13　朝の運動をするようになって，生活の仕
方がどのように変わりましたか？（人数）
選択肢 Jr.R
①いつもより朝食をとるようになった 2
②早く起きられるようになった 4
③体を動かして遊ぶことが増えた 1
④前より強強がおもしろくなった 2
⑤前より遊ぶ友達関係が増えた 2
⑥前より低学年と交流が増えた 8
⑦その他 2
⑧回答なし 4
表14　来年もジュニアリーダーとして参加し
たいですか？
選択肢 Jr.R
①したい 6
②したくない 7
③その他 1
④回答なし 3
表15　体育の授業のほかに１時間以上運動す
る日が１週間に何回ありますか？（体育
授業や少年団・運動教室・自由遊びなど）
選択肢 Jr.R
５回以上 6
４回 2
３回 2
２回 4
１回 3
０回 0
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起きになった」,「朝食をしっかりとるようにな
った」,「張り切って登校するようになった」,「朝
運動の日は勉強に対し集中力があるようにみ
えた」,「習慣を意識するようになった」などの
意見があった。
　以上のことから，回答した保護者から参加
していた児童が「朝運動のプログラム」を楽
しみにしていたことを親子で話題にしていた
ことが明らかとなった。
まとめ
　平成25年５～12月まで全33回（うち体力測
定２回）の「朝の運動プログラム」を江別市
内のＡ小学校の１年生28名，Jr.R17名を対象と
して実施した。
　プログラム前後の体力測定の結果，ほとん
どの項目で能力の向上がみられた。このこと
は，児童の成長の影響も含まれるが，朝運動
プログラムの巧みさを求める運動や，素早く
動く運動など様々な運動プログラムが効果的
に働いたと考えられる。
　また，児童のアンケートからは，１年生は
比較的朝運動を好意的にとらえていたが，Jr.R
においては否定的にとらえていた児童がいた
ことは，今後，プログラムの改善と事前にリ
ーダーの役割を理解させることの必要性が示
唆される。今回は走・跳運動を多く取り入れ
プログラム全体通しバランスよく組み合わせ
た。１年生にとって適切なプログラムだった
と考えられるが, Jr.Rにとっては難易度の低い
ものであった可能性がある。
　来年度もこのプログラムは継続実施される
ことが決定しているので，プログラムの見直
しをはかり，子どもたちが意欲的に興味を持
って取り組めるようなプログラム開発とその
効果を検証していきたい。
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北海道キャンプ協会の現況から見た課題と
北海道のキャンプムーブメントの将来的な発展のための提言
Agenda Seen from Current Situation of the Hokkaido Camp Association
and A Proposal for Future Development of Camp Movements in Hokkaido
粥 　 川 　 道 　 子１） 青 　 木 　 康 太 朗１）
Michiko KAYUKAWA Kotarou AOKI
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
Ⅰ．はじめに
　北海道キャンプ協会は，1992年６月に組織
キャンプの指導者有志によって設立され，日
本キャンプ協会公認のキャンプ指導者を会員
にもつ任意団体である。北海道キャンプ協会
の目的は「キャンプを通じて，道民の心身の
健康増進を図ると共に，人と自然の調和を求
め，合わせて，キャンプの在り方を探求する
こと」１）であり，目的遂行のために「１．キャ
ンププログラムの開催と普及　２．キャンプ
指導者の養成と資質の向上　３．キャンプに
関する調査・研究　４．その他，目的達成に
必要な事業を展開する」２）と定め，ボランティ
アの理事・役員によって組織運営されてきた。
また社団法人（現公益社団法人）日本キャ
ンプ協会の支部としてその機能を果たしてき
た。筆者らは野外教育を専門分野とする大学
教員として教育研究活動を行うと共に，社会
貢献の一環としてそれぞれが，北海道キャン
プ協会の理事ならびに事務局員を務めてい
る。本研究では，2012年度に設立20周年記念
事業を終えた北海道キャンプ協会の20年間の
活動を文献研究により検証し，協会の課題を
明らかにして北海道キャンプ協会の使命であ
るキャンプの普及と振興のための指導者養成
の今後の在り方を探ることを目的とする。
Ⅱ．北海道キャンプ協会の社会的意義
　北海道キャンプ協会の設立趣意書には次の
ように示されている。「現代の社会的な状況
は，種々の現象より考察するとき，憂慮せざ
るを得ない。とくに，家庭・学校・地域社
会は，近未来としての21世紀に向けて，自ら
の方向性を模索しつつあるが，合理化された
生活文化と，人間関係の希薄化などの錯綜に
よって，不安定な状態が続いているように看
取される。このとき，キャンプを通じて，教
育・福祉など人間生活の各分野において任務
にあった志しを同じくする者が集い，キャン
ピングを単なるレクリエーションとする考え
を止揚し，生活の共同という視点に立ってそ
の効果を十分に活用せしめる活動を展開する
ため，本会を設立する。」３）本趣意書は1992
年の「生涯学習の振興のための施策の推進体
制等の整備に関する法律」に応呼したもので
あったが，当時と現在の社会状況を比べる時，
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人間関係の希薄化は更に進み，家庭・学校・
地域社会の連携もさほど進んでいないように
思われる。また20年の間に学校教育に自然体
験活動の導入が謳われたが， 現況では長期宿
泊体験などを実施している学校は極端に少な
い。従って北海道キャンプ協会の社会的役割
は，今後も重要性を持つと考えられ，筆者ら
は北海道キャンプ協会の社会的使命は，設立
当時以上に求められていると捉えている。
Ⅲ．北海道キャンプ協会の歩み
　北海道キャンプ協会は，1991年に札幌市青
少年婦人活動協会（現札幌市青少年女性活動
協会），北海道YMCA，おたる自然の村など
の青少年育成団体で組織キャンプを企画運営
していたキャンプ指導者の有志が集まり６ヶ
月の準備期間を経て1992年６月24日に設立さ
れた。同時に日本キャンプ協会の支部として
発足した。翌1993年１月には北海道キャンプ
協会設立記念研修会として札幌市滝野にて
「全道キャンプ事業研究協議会」を開催した
（写真１）。
　設立後は事務局を2009年11月まで札幌市青
少年女性活動協会内に置いた。この間の活動
は指導者養成事業を中心に遂行され，「初級
指導者講習会」や「指導者研修会」を開催し
ている。協会初の市民へ対するキャンプの普
及・振興活動は，設立３年目の1995年に開催
した「ジャパン・キャンプ・アクセス'95 in
北海道」である。本事業は，北海道で開催さ
れることとなった全国生涯学習フェスティバ
ルに合わせ，スポーツ振興基金助成活動事業
の助成を受けて日本キャンプ協会主催，北海
道キャンプ協会主管で開催した。本事業には，
全国各地の日本キャンプ協会支部会員48人の
他に札幌市と小樽市の２会場で市民のべ約
380人の参加を得て３日間行われた。札幌市
会場では，小清水町在住の獣医師竹田津実氏
による講演（写真２）と小樽市出身で当時ユ
ネスコ世界遺産の映像収録などを行なってい
たプロジュクト・ワールド・ヘリティッジ総
括の工藤父母道氏による講演を行った。両講
演は，キャンプの活動の場である自然との共
生を考える企画であり，講演会には，市民講
座受講者を中心に市民約160人の参加を得た。
　小樽会場では，「アイヌ文化の火の神への
祈りを伝える儀式紹介」（写真３）や「月夜
の野外コンサート」，「蔓クラフト」や「森の
クラフト」（写真４），「お父さんのための野外
写真１　全道キャンプ事業研究協議会
写真２　ジャパン・キャンプ・アクセス’95 in北海道
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料理」などを実施した。テント泊を伴うこの
自然体験型企画には，幼児から高齢者まで幅
広い世代の市民参加者に「楽しいキャンプ」
を印象づける意図があった。
　「ジャパン・キャンプ・アクセス'95 in北海
道」は，講演と体験活動という学習形態の異
なる形式で実施したが，いずれも市民に対し
て生涯学習の一つとして「キャンプ」を紹介
した点で意味があったといえよう。市民へ新
たなキャンププログラムを提供した振興事業
としては，1997年10月の「シニアキャンプ・
イン・ニセコ」と1998年７月の「全国シニア
キャンプ大会イン北海道」が挙げられる。こ
の２事業は，運営する指導者自身が参加者か
ら多くの学びを得た点でも意義があった。「シ
ニアキャンプ・イン・ニセコ」は，翌年開催
予定のシニアキャンプの全国大会にむけての
予行的な企画であり，全指導者が高齢者を対
象としたキャンプ運営は初めてであった。運
営後の指導者が感想を寄稿した協会の情報誌
「キャンピングほっかいどう」には，夜間のミー
ティングで70代から80代の参加者から各自の
死生観などが自然発生的に語られ，当時20代
から50代であったスタッフ全員が参加者の声
に耳を傾け，人生の先輩である参加者から学
ぶ事が多かったと記載されている４）。
　続く「全国シニアキャンプ大会イン北海道」
は1998年７月に２泊３日で開催され，全道の
65歳以上の市民を対象としたシニアコースと
日本キャンプ協会の全国の有資格者を対象と
した指導者養成コースで構成された。大会の
目的は「１. シニアコースは高齢社会を迎え
た今，健康，仲間づくり等，高齢者が抱える
大きな問題を楽しみながら克服する一つの方
向性を示し，仲間と出会い，健康を考え，更
に自己の再発見や他者の多様な価値観への気
づきを促し，生涯スポーツとしてのキャンプ
の理念を実感する場を豊かな自然の中で提供
する。２. 指導者養成コースは，実際に高齢
者とのキャンプをともに体験することで，高
齢者のための新しいプログラム，施設，組織，
運動，人と自然との新しいふれあいの方法な
どを考える機会を提供する」５）であった。参
加者はシニアコースが12人，指導者養成コー
スが11人であった。参加者数は多くはなかっ
たが，北海道で開催された最初の全国シニ
アキャンプとしての意義は大きく，当時珍し
かった高齢者を対象としたキャンプとして北
海道新聞に活動が紹介された。開会式では野
外コンサートが開かれ演奏する札幌ハーモニ
カアンサンブルの構成員も全員が65歳であっ
た（写真５）。「ジャパン・キャンプ・アクセ
写真３　アイヌ文化の火の神への祈りの儀式 写真４　森のクラフトの説明をきく参加者
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ス ’95 in北海道」と２つのシニアキャンプは，
多世代を対象にあらゆる人びとがキャンプを
楽しむ権利がある「キャンピング・フォ ・ーオー
ル」の普及に取り組んだ点で意義があった。
　1998度年は，日本キャンプ協会の資格制度
の大幅な変更があり，これに伴い北海道キャ
ンプ協会では，1998年11月（写真６）と1999
年10月に「キャンプディレクター２級移行講
習会」を1999年11月に「キャンプディレクター
１級移行講習会」を開催した。移行講習会に
は，全道各地から中級指導者（現キャンプディ
レクター２級）・上級指導者（現キャンプディ
レクター１級）が一堂に会し，今後の北海道
キャンプ協会の在り方が熱く語られ，指導者
のネットワークづくりの重要性が確認された。
しかし，広大な面積を持つ北海道は豊かな自
然を持つ半面，キャンプ指導者のネットワー
クづくりに関してはこの広さが障害となり，
2012年の20周年記念式典まで道内の指導者が
当時のように集結することはなかった。この
北海道内の指導者のネットワークづくりに関
しては，Ⅴ章で検証する。
　新資格は文部省認定制度「野外活動指導者
の知識・技能審査事業」と称した。北海道キャ
ンプ協会は新資格制度に対応すべく2000年度
から2005年度までは，日本キャンプ協会の支
部としてキャンプインストラクター指導者養
成講習会を毎年１回， キャンプディレクター
２級指導者養成講習会は2001・2003・2004・
2005年度に各１回ずつ実施し，新規指導者を
養成してきた。しかし文部省認定制度は2005
年度に打ち切りとなった。なおこの間は，指
導者養成事業以外の事業展開を行う余裕がな
く，道民へのキャンプの普及活動などのイベ
ント事業は開催されていない。更に2006年度
は事務局を置いていた札幌市青少年女性活動
協会の事務所移転に伴い１年間活動が途絶え
た。2007年度は日本キャンプ協会が2006年度
から始めたブラッシュアップ・アンド・コミュ
ニケーション事業（以下BUC事業）を導入し
た。この事業は，日本キャンプ協会の会員と
なった指導者の技術向上と会員同士の交流を
図ることを目的とし，かつ市民へ野外活動の
紹介・普及を兼ねたものであった。2007年度
はBUC事業を３回行った。会場は札幌市中
心の企画を見直し，札幌近郊の江別市と日高
町で開催した。また同年からキャンプディレ
クター２級資格がプログラムとマネジメント
の２コースへ変更されたため，これに対応す
る「キャンプディレクター２級プログラムディ
レクターコース指導者養成講習会」を主管し
た。2007年度は活動を再開したが， 札幌市青
写真５　全国シニアキャンプ大会イン北海道 写真６　キャンプディレクター移行講習会
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少年女性活動協会移転後の新事務所内に北海
道キャンプ協会の事務所を置くことが困難と
なり，緊急避難的に会員の個人宅に事務機器
や資料をおいた。しかしながら事務局として
の機能を果たせず，2008年度は再び活動休止
状態となった。2009年度は，事務局を小樽市
にあるNPO法人自然教育促進会内に置き，事
務局体制を立て直した。再スタートの事業と
して10月にキャンプインストラクター指導者
養成講習会，2010年２月に市民へのキャンプ
の啓蒙活動を目的とした「モンゴル遊牧民の
音楽の夕べ」を開催した。本企画は環境に配
慮した野外活動の在り方を札幌市のエコネッ
トワーク代表小川巌氏から学んだ後，自然の
中で暮らすモンゴル遊牧民の音楽を聴き，自
然と共生したキャンプの理念を伝える意図が
あった。参加者は会員と市民合わせて32人で
あった。当日の活動内容は，キャンプと音楽
鑑賞の組み合わせとして北海道新聞に紹介さ
れた。音楽鑑賞会後には，20代～70代までの
会員同士の交流の機会を設けた。続く2010年
度のBUC事業では，前年度に大雪山系で起き
た夏山登山の遭難事故を教訓に「北国の夏山
登山と天気の変化イン大雪」を主催し，北海
道大学大学院地球環境科学研究院研究員で気
象予報士の中村一樹氏に北海道特有の夏山登
山と天気の変化について講義を受け，翌日に
は市民を含む参加者全員で十勝岳に登頂した
（写真７）。2010年度は３回のBUC事業を実施
したが，うち２回は中村氏から気象学を中心
に自然の中で活動する上での留意点を学んだ。
キャンプを行う上で安全教育は重要な項目で
あり，両BUC事業は市民に対する啓蒙活動と
して，また指導者にとっても安全への配慮を
写真７　十勝岳山頂で記念撮影
表１「みんなでつくるBUC」企画案
BUC事業「会員の集い」
ディスカッション概要
１．楽しみながらキャンプスキルを学べるもの
　　＝楽しかったという気持ちが持続するもの
①アイスブレイクの方法
②キャンプソング
③クッキング
④トーチトワリング（ファイヤーダンス）
⑤キャンプファイヤー
⑥水生昆虫の観察
⑦新しい道具作り（エコクッカー etc）
⑧ホースライディング
⑨スノーモービル・スノーラフティング
⑩スノーシュー
⑪冬の活動（かんじき，イグルー，雪中運動会）
⑫川の活動（沢登，つり，レスキュー）
⑬星空観察
⑭トレッキング，軽登山
⑮温泉　　
２．人と繋がる方法(コミュニケーション系)の
　　学び・セミナー・シニアとこどものキャンプ
３．キャンプの対象理解（青少年理解・障害児など）
　　シニアキャンプ・ユニバーサルプログラム
４．参加者を集めてのプログラムの企画・運営
５．会員同士のコミュニケーションを深め，会員
　　の繋がりを作れるもの・BUCのお手伝いス
　　タッフの募集（３ヵ月以上前に。）
　　会員が集まってコミュニケーションがとれる
　　一泊の研修など
北海道キャンプ協会かわら版
2011.3.24発行から抜粋
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再確認する上で有意義な事業であった。
　なお，２月のBUC事業「冬の天気を読む」
の講習後に会員同士で今後の事業を考える場
を設け，会員自らが望むBUC企画案が話し合
われた。この時出された各案は2011. 3. 24発
行の「北海道キャンプ協会かわら版」に記載
されている（表１）。なお，「北海道キャンプ
協会かわら版」は，2009年から会員への情報
提供の機会として年３～４回発行し，現在に
至っている。加えてホームページも2009年度
から開設し，全国各地の日本キャンプ協会支
部とリンクしている。指導者養成事業につい
ては，キャンプインストラクター指導者講習
会を2009年度から毎年１回以上開催し， 2010
年10月には，キャンプディレクター２級プロ
グラムディレクターコース指導者養成講習会
を３年ぶりに実施した。（写真８）
　2011年度は，2012年度に予定された20周年
記念事業に向けて準備の年となった。キャン
プインストラクター養成講習会の他に3つの
BUC事業を実施し，うち２つは環境教育の
パッケイジド・プログラムのプロジュクト・
ワイルドを学ぶ講習会を行なった。その一方
で前年度に続いて，会員同士の話し合いを主
としたBUC事業「みんなでつくるBUC」を
５月に開催し，会員の声を反映した企画案が
多数出された。
Ⅳ　北海道キャンプ協会設立20周年事業
　2012年度は北海道キャンプ協会設立20周年
事業を中心に展開された。前年度からの準備
を経て，例年の指導養成講習の他に設立20周
年の記念誌発行や記念式典，講演会，祝賀会，
日本キャンプ協会支部の東北ブロック会議，
記念BUC事業，助成事業が企画，実施され
た。2012年10月27日の記念式典後に記念講演
会「命を見つめる」が札幌市エルプラザで開
かれ，全国から集まった日本キャンプ協会の
会員や市民133人が，旭川市旭山動物園園長
の坂東元氏より多様な生物が共生できる環境
を整備していくことの大切さを学んだ。講演
会に続き会員対象の祝賀会が札幌市青少年山
の家にて行なわれた。会場には北海道外の会
員25人と北海道内の会員48人が集まり交流を
深めた（写真９）。これらの記念式典や講演
会のイベント型事業とは別に，記念BUC事業
と補助事業が企画された。記念BUC事業は
名称を「巡回BUC」とし，会員の活発な相互
写真８　キャンプディレクター２級プログラム
ディレクターコース指導者養成講習会
写真９　全国のキャンプ指導者と共に
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交流と指導技術の向上を図る機会を作るため
BUC開催を希望する地域を募り，講師派遣や
会場費の助成を行う事業である。助成対象は
北海道キャンプ協会会員又は会員が所属する
団体とし，助成実施期間を2012年６月～2013
年３月とした。講師を派遣する場合は原則1
人で，費用補助の場合は参加者の保険料金
と現地スタッフ協力者へ謝礼を支払う事とし
た。その結果，2012年２月３日に北海道教育
大学釧路校にて教職志望学生を参加者とする
企画と３月３日に洞爺少年自然の家にて施設
職員と自然体験活動指導者を目指す学生を対
象とした２件の巡回BUCを開催した。補助事
業は，会員が実施するキャンプ活動を支援す
ることを目的にした助成金制度である。表２
には補助事業の目的・申し込み要件などを示
した。本制度は事業計画には４件で出された
が，会員からの問い合わせは２件に止まり採
択された事業は０件であった。しかし，その
目的とするところは今後の協会の発展に寄与
すると考えられ，助成事業は2013年度の事業
計画に組み込まれた。その結果2013年12月に
１件が採択され，実施に至った。
　20周年記念事業を機に北海道キャンプ協
会に新た動きが出始めた。それは，20周年記
念事業の準備作業や当日の運営スタッフに携
わった20代から30代の会員が「若手ミーティ
ング」を立ち上げたことである。2013年３月
には若手会員による北海道キャンプ協会の
フェイスブックが開設され，かわら版の編集
企画や新たな企画事業案が事務局へ提出され
るようになった。以上が北海道キャンプ協会
設立から20年の歩みと20周年事業を機に実施
された新事業である。これらの活動を北海道
民へのキャンプの普及活動と振興に関する指
導者養成の視点でまとめると以下の点が明ら
かになった。
１．北海道道民へのキャンプ普及活動
　市民へキャンプの理念や技術を伝えるイ
ベント型事業は，「ジャパン・キャンプ・アク
セス’95 in北海道」（1995年），「シニアキャ
ンプ・イン・ニセコ」（1997年），「全国シニ
アキャンプ大会イン北海道」（1998年）「北
海道キャンプ協会設立20周年記念講演会」
（2012年）の４件に止まった。しかし，2007
年からBUC事業を取り入れた事で１回の
参加人数は10～30人前後と少ないものの多
様なキャンププログラムを開催し，年々実
施回数が増えていることから普及事業拡大
の可能性が覗える。
２．キャンプの指導者養成
　約２年間の活動休止期間を除く各年度で
１回以上の指導者養成講習会を開催し，2007
年以降のBUC事業では指導者の技術向上や
交流を継続的に図っている。ただし指導者
養成講習会の開催地が札幌市内に集中して
いる点に課題が残る。Ⅴ章では以上のまとめ
を基に北海道キャンプの現況からみえる課
表２　北海道キャンプ協会助成事業
１．助成対象となる活動の目的
　（１）北海道キャンプ協会会員相互の交流
　（２）道内におけるキャンプ活動の活性化
２．助成対象者
北海道キャンプ協会会員，又は同会員が所属す
る団体
３．助成対象となる事業の実施期間
　平成24年８月１日
　　　～平成25年３月31日
４．助成額
　１活動あたり５万円まで
５．応募方法と締切
　平成24年12月31日（月）17：00までに申請書
　（様式１）を事務局に提出
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題と今後の取り組みに関する考察を行う。
Ⅴ　現況の北海道キャンプ協会の課題
と今後の取り組みに関する提言
　第１の課題は札幌一極集中型の活動傾向に
ついての対応である。
　北海道キャンプ協会は，道民へのキャンプ
の普及活動と振興に関する指導者養成を目的
にあげつつも広大な面積を有する北海道ゆえ
に全道を対象とした活動が行われてこなかっ
た。この点は，設立準備時に北海道をいくつ
かのブロックに分け，地域に根付いた活動を
展開できないか模索した経緯がある。しか
し各ブロックの核となる人材確保が難しいこ
と，ブロックに分けることで事務作業が煩雑
になるなどの理由でブロック制は断念し事務
局を札幌市内に置き活動を開始した。その結
果，設立から20年間に実施した初級（現キャ
ンプインストラクター）指導者養成講習会20
件のうち15件が札幌圏で，中級（現キャンプ
ディレクター２級）指導者養成講習会は全講
習会が札幌市での開催となった。また，2007
表３　ブロック別・資格別会員数
道東ブロック　　　　55
D1 D2 CI
網走支庁 斜里郡 1 2
網走支庁 紋別市 1 1 4
網走支庁 網走郡 2 1
網走支庁 川上郡 1
網走支庁 北見市 1 1
網走支庁 常呂郡 1 小計
4 2 10 16
釧路支庁 釧路市 1 1 18
釧路支庁 標津 2
釧路支庁 厚岸郡 5 小計
1 1 25 27
十勝支庁 河東郡 0 1
十勝支庁 河西郡 0 1
十勝支庁 帯広市 0 1
十勝支庁 足寄郡 1 4
十勝支庁 白糠郡 0 1
十勝支庁 中川郡 0 1
十勝支庁 広尾郡 0 1 1 小計
1 1 10 12
道南ブロック　　　　31
D1 D2 CI
胆振支庁 苫小牧市 1 2
胆振支庁 勇払郡 2 3
胆振支庁 室蘭市 3
胆振支庁 虻田郡 2
胆振支庁 有珠郡 2
胆振支庁 伊達市 4
胆振支庁 千歳市 1 小計
1 2 17 20
渡島支庁 函館市 1 4
渡島支庁 松前郡 1
渡島支庁 茅部郡 1 3
渡島支庁 亀田郡 1 小計
2 9 11
道央ブロック　　　 166
D1 D2 CI
石狩支庁 石狩郡 1 1 1
石狩支庁 札幌市 24 35 64
石狩支庁 江別市 5 17
石狩支庁 恵庭市 2 小計
25 41 84 150
日高支庁 沙流郡 1 1 合計
1 1 2
後志支庁 積丹郡 1
後志支庁 磯部郡 1
後志支庁 小樽市 2 4 4
後志支庁 寿都郡 2 小計
2 6 6 14
道北ブロック　　　  20
D1 D2 CI
上川支庁 旭川市 1 1
上川支庁 上川郡 1 1 6
上川支庁 富良野市 1 小計
1 2 8 11
空知支庁 岩見沢市 1 1 3
空知支庁 美唄市 1
空知支庁 夕張市 1
空知支庁 空知郡 1
空知支庁 滝川市 1 小計
2 1 6 9
道外　　　　　　 　19
D1 D2 CI
道外 1 2 16 合計
1 2 16 19
＊D1はキャンプディレクター1級 （単位：人）
　D2はキャンプディレクター2級
　CIはキャンプインストラクター
 2011年12月北海道キャンプ協会事務局作成
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年度から開始されたBUC事業の札幌圏外の
開催は13件中４件に止まった。この４件は，
日高，大雪，釧路，洞爺で開催し，道南と道
北方面の開催は０件であった。会員も札幌市
を含む札幌圏（石狩管内）に集中している。
表３は，2011年12月時点の日本キャンプ協会
の有資格者で支部登録先を北海道キャンプ協
会とした会員数を道南，道央，道北，道東と
北海道以外のブロックに分けた上で資格別に
整理したものである７）。なお会員数はその年
度の年会費が納入された時点でカウントされ
るため月毎に人数は変動する。北海道キャン
プ協会の2011年度末の会員数は284人である
が調査を実施した2011年12月は291人であっ
た。表３からは291人中166人（57.0％）が道
央に集中していることがわかる。中でも札幌
市には指導者養成講習の企画運営ができ，組
織キャンプの総責任者となるキャンプディレ
クター１級の有資格者24人（54.5％），続くキャ
ンプディレクター２級35人（60.3％）が在住
している。これは札幌圏内で実施する指導者
養成事業や市民向けキャンプ普及事業の運営
スタッフが迅速に確保できることを示してい
る。他方キャンプインストラクターでは，札
幌市の64人に続き，釧路市が18人，江別市が
17人となっている。いずれも学生の有資格者
がその大半をしめていることが登録履歴から
わかっている。特に江別市の場合は全員が学
生である。これは著者らが指導する大学が江
別市にあり，日本キャンプ協会のキャンプイ
ンストラクターとキャンプディレクター２級
マネジメントコースの課程認定団体であるこ
とに起因している。換言すると日本キャンプ
協会課程認定団体としての大学または専門学
校が所在する地域は,一定数の有資格者を輩
出する可能性が高いことを示している。 また
課程認定団体の教員やそこでトレーニングを
受けた学生会員が、指導者となって地域住民
へキャンプ普及ためのイベントを発信する可
能性を備えている。従って未だ指導者養成事
業やBUC事業が行われていない道南,道北地
域の大学,専門学校ないしは青少年教育団体
の調査を北海道キャンプ協会として行ない,
課程認定団体登録への推奨を試みるのも一案
ではないかと考える。
　第２の課題は，道民へのキャンプの普及活
動機会が少ないことへの対応である。
　20年間の事業の約８割は指導者養成事業
であり，市民へキャンプの理念や技術を伝え
るキャンプの普及を目指したイベント型事業
は４件であった。北海道キャンプ協会の理事
以下役員，事務局員17人は，全員ボランティ
アである。うち15人が現職の業務を抱えてい
るため大きなイベント型事業の開催には限界
がある。しかし課題をそのままにしていたの
では，北海道キャンプ協会の使命を果たす
ことはできない。そこで大きなイベント開催
を目指すのではなく，2013年度実施の「巡回
BUC」の考え方を積極的に取り入れて道南，
道北ブロックでの開催を意図的に試み，会員
とより多くの市民を対象にした事業展開をす
る必要がある。2007年２月のBUC事業では沙
流郡日高町を会場として国立日高青少年自然
の家と連携して「雪を知ろう！雪と遊ぼう！」
を共催し，根室・帯広からの市民を含む22人
の参加者に雪中埋没体験や救急法などの野外
安全教育を実施し成果を収めた。そこで第2
課題の市民向けの普及活動については，以下
の３つの流れを提唱する。１. キャンプディ
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要　第５号24
レクター１級の有資格者へBUCスタッフ募集
活動を行なうと共に対象地域のインストラク
ターを含む有資格者や教育委員会，国や道市
町村立の青少年施設あるいは地域の子ども会
やシルーバー会などの既存団体へ働きかけ巡
回BUCの候補地をたてる。２. その際，北海
道キャンプ協会の組織内に本事業の担当者を
置き，事業執行の責任と権限を明確にしてお
く。３. また巡回BUCだけではなく，該当団
体とイベント型の共催事業を開拓する。
　第３の課題は北海道キャンプ協会の社会的
認知が低いことへの対応である。
　北海道キャンプ協会は，キャンプを通じて
道民の心身の健康増進を図ると共に，人と自
然の調和を求め，合わせてキャンプの在り方
を探求すること目的に活動してきた。この場
合のキャンプとは，いわゆる組織キャンプを
指し，指導者養成も組織キャンプの養成カリ
キュラムに沿って実施している。しかし組織
キャンプが市民に定着しているアメリカと異
なり，わが国において一般的に組織キャンプ
と個人が楽しむレクリエーションキャンプの
違いを認識できる市民は少ない。このような
状況の中で「北海道キャンプ協会はキャンプ
を通して人づくり，まちづくりの支援者を養
成している」と言葉で伝えられたとしてもそ
の意味を市民が正しく理解することは困難で
ある。なぜなら組織キャンプは実際に参加す
ることによって初めて個人や団体が成長する
ことを体験的に理解する特徴を有するからで
ある８）。従って北海道キャンプ協会の理念が
道民に受け入れられ社会的認知を得るために
は，より多くの市民に協会が提供する諸活動
に参加してもらわなければ社会的認知度は向
上しない。その仕組みを創ることが第３の課
題への対応策となる。そこで第１段階として
キャンプの普及振興に関わる市民のニーズに
合わせた認定証の導入を提唱する。認定証は
資格と異なり北海道キャンプ協会の規定改訂
などを伴わないため比較的容易に取り組める
ものと考える。本認定証の意図するところは，
日本キャンプ協会が認定するキャンプインス
トラクターなどのキャンプ指導者養成の資格
とは異なり，第１にキャンプの普及を図るた
めに市民がキャンプを身近に感じ，自然体験
活動を楽しむきっかけを生みだすことを目的
としたものである。第２に個人で楽しむキャ
ンプにおいても安全やマナーを正しく理解す
る安全教育やレジャー教育を実施する啓蒙活
動を目的としたものである。具体的には，北
海道キャンプ協会が主催するBUC事業やイ
ベント型事業に参加した市民に２年間（仮）
の期間限定で「キャンプマスター」や「火起
こしマスター」（いずれも仮称）などの認定
証を発行する。認定証希望者は各事業終了時
に北海道キャンプ協会へ申請する。本認定証
に伴う申請登録料は無料で有効期間中は北海
道キャンプ協会の準会員（仮称）となる。同
時に事務局は準会員の住所などの基本データ
を管理し期間内は，会報誌「北海道キャンプ
協会かわら版」や次期BUCなどの事業案内
を送付する。期間内のプログラムはすべて会
員価格とするなどの特典を付ける。また本制
度は，道内の課程認定団体への運用も可能と
する。例えば課程認定団体である大学や専門
学校でキャンプ実習などの日本キャンプ協会
認定の指導者資格取得要件科目を履修した
学生が，資格試験を受験しない場合でも北海
道キャンプ協会の認定証を希望すれば受け取
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ることができる制度とする。本制度により直
ちに組織キャンプの理念を理解し，協会が目
指す社会的役割を認知する市民が誕生する訳
ではない。本制度の目的はキャンプを楽しむ
きっかけづくりであり，個人で楽しむキャン
プを安全に行なうための最小限必要の知識を
提供することである。しかし第２段階として
何らかの形で協会の活動に参加した市民や学
生が１回の体験で終わるのではなく継続して
北海道キャンプ協会からの情報提供や場合に
よっては体験を重ねることで，組織キャンプ
への理解が深まるのではないかと思われる。
更に第３段階として準会員が組織キャンプに
興味をもち指導者養成講習会に参加した場合
は，キャンプが個人や団体の成長を支え，社
会に貢献していることへの理解に繋がると考
える。そのためには，市民が参加したいと思
う市民のニーズ，興味関心に即したプログラ
ム提供が必須となる。プログラムの選定には
マーケティングの知識や技術も必要であり，
この新たな仕組みづくりに関連しては，市場
調査を含む広報活動の充実が求められる。
　第４の課題は会員の増強についての対応で
ある。
　北海道キャンプ協会の本部組織である日本
キャンプ協会は2012年度に社団法人から公益
社団法人となり，2016年度には創立50周年を
迎える。その日本キャンプ協会は今大きな組
織改編と事業の改革が求められている。日本
キャプ協会の指導者（会員）数は2009年度9,620
人，2010年度9,024人， 2011年度半期で7,809人
と減少し，そのうちの新規キャンプインスト
ラクター数は2009年度4,158人，2010年度3,421
人，2011年度半期で2,358人であった８）。その
要因について日本キャンプ協会は，18歳人口
の減少と2005年度に文部省認定制度「野外活
動指導者の知識・技能審査事業」が終了した
ことを挙げている。文部省認定の資格である
ことで取得希望者は一時期増加したが，その
多くはキャンプインストラクターであり，同
資格の低い継続率（2010年度は１年目の継続
率が54.4％，２年目は26.8％であった）に起
因しているとし，文部省認定制度終了時に資
格制度の見直しを図る必要があったと分析し
ている。そして協会の組織運営は会員が納め
る年会費によって支えられているため会員の
定着増強の取り組みに着手するとしている９）。
転じて北海道キャンプ協会の会員推移は表４
が示すように減少傾向ではないが，キャンプ
インストラクターの継続率は全国平均に準じ
ている。従って会員数が減少してから対策を
講じるようではマーケティングの視点からも
望ましくない。また現状を維持するだけでは
なく今後より安定的な組織運営をめざし，協
会の社会的認知を向上させ，更なるキャンプ
の普及や振興に関する指導者養成を展開する
ために会員増強策を講じる必要がある。つま
り会員増強は本論であげたすべての課題に関
連する重点課題である。よって本課題の今後
の取り組みについては，本研究のまとめとし
てⅥ章で述べる。
表４　北海道キャンプ協会資格別会員数推移注１）
年度
資格 2008 2009 2010 2011 2012
Ｄ１ 34 34 34 31 40
Ｄ２ 65 62 55 66 65
CＩ 94 115 159 187 174
合計人数 193 211 248 284 279
　Ｄ１はキャンプディレクタ1級 （単位：人）
　Ｄ２はキャンプディレクタ２級
　CＩはキャンプインストラクターを示している。
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Ⅵ　おわりに
　本研究では北海道キャンプ協会の20年間の
活動を検証し，協会の課題を明らかにして北
海道キャンプ協会の使命であるキャンプの普
及と振興のための指導者養成の今後の在り方
を探った。現況の北海道キャンプ協会の課題
は１. 札幌一極集中型の活動傾向についての
対応２. 道民へのキャンプの普及活動機会が
少ないことへの対応３. 北海道キャンプ協会
の社会的認知が低いことへの対応４. 会員の
増強についての対応であった。また会員の増
強はすべての課題に関連する重要課題である
と捉えた。本課題の対応策は即ち今後の協会
の在り方を考えることでもある。以下は筆者
らが考える北海道キャンプ協会の今後の在り
方である。
１．北海道キャンプ協会は日本キャンプ協会
の支部ではあるが，任意団体であり北海道
キャンプ協会の規程変更や事業計画は協会
独自に行なうことが可能である。ゆえに北
海道民のニーズに即した会員（資格）制度
の創出や新事業の開発に着手する。
２．2013年度現在20周年事業を機に協会運営
に若い世代の担い手が現れ，新旧の組織運
営スタッフが力を出し合える環境が構築さ
れつつある。今後はスムーズな世代交代を
視野に入れ，広報・指導者養成・BUC・地
域情報調査などの部門を再構築し協会組織
内の整備を行なう。各部門に新旧の人材を
バランス良く配置し，担当者の責任と権限
を明確にする。
３．これまでの単年度毎の事業計画による運
営を見直し中期計画（５年）を立てる。５
年後の目標にむけた各部門の単年度計画を
立てる。各部門は具体的な活動の達成率を
年度毎に評価し，次年度の事業計画に反映
させるPDCAサイクルを取り入れる。
　筆者らは社会貢献のひとつとして北海道
キャンプ協会の役員・事務局員を担ってきた。
また課程認定団体の担当教員として協会との
関りを深めてきた。今後は本論で提唱した各
案について北海道キャンプ協会の組織運営ス
タッフとして実現に向けた努力を行なうとと
もに，研究課題として協会支部と課程認定校
の関係構築について取り上げ実践研究を進め
ていく。
引用・参考文献
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２）北海道キャンプ協会規程, 第３条, 1992
３）北海道キャンプ協会規程, 趣意書, 1992
４）北海道キャンプ協会, 第１回シニアキャ
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号, 1998. 1
５）北海道キャンプ協会, 明日のいのちの輝
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６）北海道キャンプ協会, 北海道キャンプ協会
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Ⅰ　緒　言
　我が国では，平成13年度から23年度におい
てはスポーツ振興基本計画に基づき，主に成
人の週１回以上の運動実施率を50％以上にす
ることを目標としてきた。また平成24年に策
定されたスポーツ基本計画においては，今後
10年程度を見通した概ね５年後をメドとし
て，成人の週１回以上の運動実施率を65％程
度に向上させようと計画している。
　成人週１回以上の運動実施率は，文部科学
省統計によると，平成21年においては45.3％
に留まり，笹川スポーツ財団調査によると，
平成12年から20年の平均においては52.8％で
あったことが示されている。とくに，北海道
においては，前出の笹川スポーツ財団調査に
よると50.1％であった。これは全国順位によ
ると27位を示し，全国平均には及ばないがや
や低い傾向にあると言える。
　北海道は積雪寒冷地域であり，年間の約３
分の１である４ヶ月の冬季間は運動実施が制
約される。本学周辺北海道江別市においては，
平成24年度における週１回以上の運動実施率
は30.8％と報告されている。北海道のような
積雪寒冷地域においては，身体運動活動量は
減少する傾向が示されており，致し方ないこ
とと言える。
　しかしながら，積雪寒冷地においても，ア
ルペンスキーやクロスカントリースキーに代
表される屋外でのスポーツ活動の実施や，雪
かきなどによる生活必需的な活動が実施され
るため，冬季間の積雪寒冷地域での身体活動
量が著しく減少する訳ではなく，後者には相
当の運動量が確保されるとの報告もある。た
だし，これらの積雪寒冷地における冬季間の
屋外での身体活動は，やはり，用具や道具を
揃えたり，移動手段を考えたりすると，気軽
に出来るものではなく，また生活必需的活動
は決して積極的・能動的な活動であるとは言
えない。
　本学では，平成17年に北方圏生涯スポーツ
研究センターが設置され，平成19年には，総
１）スポーツ教育学科　Department of Sports Education
２）短期大学部ライフデザイン学科　Hokusho College Department of Life Design Studies
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合型地域スポーツクラブ（通称：スポルクラ
ブ）が設置された。こうした北方圏における
運動実施率向上や健康増進等を目的に活動が
始まり，研究センターを拠点として毎年５月
から３月までほぼ通年において，さまざまな
プログラムを展開している。会員数も年々
増加し，現在では491名の会員を有している。
これまでも会員の協力によりアンケート調査
や体力測定が数多く行われ，それらが研究成
果として報告されている。
　スポルクラブの会員数は設立後２年目以降
増加傾向（図１）である。また，現在の会員
の居住地分布は（図２）ほとんどが本学周辺
である。しかしながら，会員の年齢層（図３）
に偏りがある。スポルクラブは，大学施設を
拠点として活動することから，学生や研究活
動との兼ね合いもあり，一般的なスポーツク
ラブやフィットネスクラブとは開設時間の違
いや休祝日不開設など，さまざま異なってい
る。総合型地域スポーツクラブであるので，
一般的なスポーツクラブやフィットネスクラ
ブとは異なる訳だが，その中でもさまざまな
運営スタイルがあり，並列的評価は難しい。
スポルクラブにおいては，本学周辺住民の運
動実施率向上については，会員の年齢層の偏
りなど，まだまだ課題が見られる。
　スポルクラブは本学周辺住民の運動実施に
ついて，ある程度寄与できているものである
が，具体的な数値としては明らかにはされて
いなかった。例えば，本学周辺江別市の運動
実施率に貢献したかどうか，あるいは全国の
運動実施率とはどうかという比較については，
国や地方自治体の統計調査が毎年実施される
ことはなく，一部の地域や区域を対象として
比較することは困難であった。
　そこで，本研究では，北方圏の総合型地域
スポーツクラブであるスポルクラブにおい
て，会員の運動実施率がどの程度向上してい
るかを明らかにしようとするものである。国
や自治体が実施する運動実施率との比較は困
難であることから，スポルクラブ会員が，ス
ポルクラブに入会したことによって，どの程
度運動実施につながったかということに焦点
図１．会員数推移（設立時～現在）
図３．男女別年齢分布図２．会員居住地分布
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を当てるものである。
Ⅱ　方　法
　本研究では，現在のスポルクラブに在籍す
る全会員を対象に「運動実施に関する調査」
として平成25年11月にアンケート調査を実施
した。調査内容は表１に示すとおりである。
調査対象者はスポルクラブ全会員491名，回
収数222，回収率45.2％であった。 
 これらの調査結果を元に，具体的には以下
の項目について明らかにするものである。
１．スポルクラブ入会前の運動実施について
２．スポルクラブ入会後の運動実施について
３．スポルクラブ入会前に運動実施がない会
員の入会後の運動実施について
４．スポルクラブ入会前に運動実施がある会
員の入会後の運動実施について
Ⅲ　結果と考察
１．スポルクラブ入会前の運動実施について
　表２は，スポルクラブ入会以前の運動実施
について示したものである。
　スポルクラブ入会前に運動していなかった
割合が最も多く34.6％であった。体育館や公
民館などの体育施設で運動していた割合が次
いで多く31.5％であった。すでにスポーツク
ラブやフィットネスクラブで運動していた割
合は低く10.5％であった。家の周りや公園で
運動していた割合は9.7％であり，そのほか
で運動していた割合は13.6％であった。その
ほかで運動をしていた例としては，テニス，
登山，ゴルフ，スキー等が挙げられた。何ら
か運動をしていた割合を合計すると65.3％で
表１．調査内容
　１．スポルクラブ入会前の運動実施状況
　２．スポルクラブ入会後のスポルクラブ以外での運動実施状況
選択肢
　１．運動実施していない
　２．スポーツクラブやフィットネスクラブ
　３．体育館や公民館などの体育施設
　４．家の周りや公園
　５．そのほか
表２．スポルクラブ入会前の運動実施について
ｎ %
スポルクラブ入会以前に運動をしていない 89 34.6 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 27 10.5 
体育館や公民館などの体育施設 81 31.5 
家の周りや公園 25 9.7 
そのほか 35 13.6 
合計 257 100.0
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あり，多くが運動していたこととなる。
　これらのことから，今回の調査の会員回答
者のうち，89名（回答者のうち34.6％）は入
会前運動をしていなかったことから，運動実
施率向上に確実に貢献していることが明らか
となった。しかし，回答者のうち65.3％が何
らか運動をしていたこととなり，より積極的
な運動者がスポルクラブに入会していたと考
察できる。また，スポーツクラブやフィット
ネスクラブに入会していた割合は10.5％と低
く，体育館や公民館等の体育施設で運動して
いた割合が31.5％であったことから，スポル
クラブの会費設定が比較的安価であることが
入会誘因となったと考察できる。
２．スポルクラブ入会後の運動実施について
　表３は，スポルクラブ入会後の運動実施に
ついて示したものである。
　スポルクラブ入会後スポルクラブ以外で
運動していない割合が最も多く40.6％であっ
た。体育館や公園等の体育施設で運動をし
ている割合は次いで多く22.7％であった。ま
た，家の周りや公園で運動している割合は
16.4％，そのほかが16.0％，スポーツクラブ
やフィットネスクラブ運動している割合は
4.3％であった。
　これらのことから，今回の調査の会員回答
者のうち，家の周りや公園で運動している
割合は２倍弱の16.4％へ増加し，そのほかも
2.4％ではあるが増加しており，スポルクラ
ブに入会したことによって，スポルクラブ以
外での運動実施率も向上したと考察できる。
体育館や公民館などの体育施設で運動してい
る割合が入会前から8.8％減少していること
と，スポーツクラブやフィットネスクラブで
運動している割合が入会前から6.2％減少し
ていたことは，両者ともにスポルクラブへ活
動の場を移行したものと考察できる。
３．スポルクラブ入会前に運動実施がない会
員の入会後の運動実施について
　表４は，スポルクラブ入会前に「運動して
いなかった」会員の入会後のスポルクラブ以
外での運動実施について示したものである。
　スポルクラブ入会前に運動実施がない会員
のうち，スポルクラブ以外では運動してい
ない割合は最も多く68.8％であった。家の周
りや公園で運動実施している割合は16.1％で
あった。
　これらのことから，スポルクラブ入会前に
運動実施がなかった会員は，ほとんどがスポ
ルクラブ以外では運動をしていないものの，
家の周りや公園，そのほか（8.6％），スポー
ツクラブやフィットネスクラブ（3.2％），体
表３．スポルクラブ入会後の運動実施について
ｎ %
入会後スポルクラブ以外で運動していない 104 40.6 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 11 4.3 
体育館や公民館などの体育施設 58 22.7 
家の周りや公園 42 16.4 
そのほか 41 16.0 
合計 256 100.0
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育館や公民館などの体育施設（3.2％）を合
わせると31.1％がスポルクラブ以外でも運動
実施するようになったことが明らかとなり，
入会前に運動実施がなかった会員がスポルク
ラブでの活動を機に，運動実施の範囲が広
がったことが考察できる。また，会員同士の
つながりからスポルクラブ以外での運動実施
の誘因になっていることも推測できる。
４．スポルクラブ入会前に運動実施がある会
員の入会後の運動実施について
　表５，６，７，８，９は，スポルクラブ入会前
に「運動していた」会員の入会後のスポルク
ラブ以外での運動実施について示したもので
ある。
　まず，スポルクラブ入会前に「運動してい
た」会員の入会後のスポルクラブ以外での運
動実施（表５）についてである。
　体育館や公民館などの体育施設で運動して
いる割合が最も多く33.5％であり，次いでス
ポルクラブ以外では運動していない割合が
24.8％であった。そして，そのほかの割合が
20.5％であった。
　体育館や公民館などの体育施設で運動して
いる割合は，前出（表２），入会前の運動実施
と合わせてみると，入会前に体育館や公民館
などの体育施設で運動していた31.5％より，割
合がやや上回る結果となり，また，前出（表
４），入会前に運動していなかった会員が入会
後体育館や公民館などの体育施設で運動して
いる3.2％を合わせた割合とほぼ同じなった。
　次に，スポルクラブ入会前に運動をしてい
た項目別に入会後の運動実施状況を分析して
みた。
　表６は，スポルクラブ入会前に「スポーツ
クラブやフィットネスクラブ」で運動してい
表４．スポルクラブ入会前に「運動していなかった」会員の入会後のスポルクラブ以外での運
動実施について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 64 68.8 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 3 3.2 
体育館や公民館などの体育施設 3 3.2 
家の周りや公園 15 16.1 
そのほか 8 8.6 
合計 93 100.0 
表５．スポルクラブ入会前に「運動していた」会員の入会後のスポルクラブ以外での運動実施
について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 40 24.8 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 7 4.3 
体育館や公民館などの体育施設 54 33.5 
家の周りや公園 27 16.8 
そのほか 33 20.5 
合計 161 100.0 
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表６．スポルクラブ入会前に「スポーツクラブ・フィットネスクラブ」で運動していた会員の
入会後のスポルクラブ以外での運動実施について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 11 33.3 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 6 18.2 
体育館や公民館などの体育施設 6 18.2 
家の周りや公園 5 15.2 
そのほか 5 15.2 
合計 33 100.0 
表７．スポルクラブ入会前に「体育館や公民館などの体育施設」で運動していた会員の入会後
のスポルクラブ以外での運動実施について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 21 27.3 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 1 1.3 
体育館や公民館などの体育施設 46 59.7 
家の周りや公園 6 7.8 
そのほか 3 3.9 
合計 77 100.0 
表８．スポルクラブ入会前に「家の周りや公園」で運動していた会員の入会後のスポルクラブ
以外での運動実施について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 2 10.0 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 0 0.0 
体育館や公民館などの体育施設 1 5.0 
家の周りや公園 14 70.0 
そのほか 3 15.0 
合計 20 100.0 
表９．スポルクラブ入会前に「そのほか」で運動していた会員の入会後のスポルクラブ以外で
の運動実施について
ｎ %
スポルクラブ以外では運動していない 6 20.7 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 0 0.0 
体育館や公民館などの体育施設 1 3.4 
家の周りや公園 1 3.4 
そのほか 21 72.4 
合計 29 100.0
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た会員の入会後のスポルクラブ以外での運動
実施について示したものである。
　スポルクラブ以外では運動していない割合
が最も多く33.3％であった。スポーツクラブ
やフィットネスクラブで運動している割合は
18.2％であり，パーセンテージは入会前（表
２）より増加しているが母数が異なり，実数
では26から７へ減少していた。
　表７は，スポルクラブ入会前に「体育館や
公民館などの体育施設」で運動していた会員
の入会後のスポルクラブ以外での運動実施に
ついて示したものである。
　体育館や公民館等の体育施設で運動してい
る割合は59.7％であった。パーセンテージは
入会前（表２）に体育館や公民館などの体育
施設で運動していた割合31.5％より増加して
いるが母数が異なり，実数では81から46へ約
半減している。
　表８は，スポルクラブ入会前に「家の周り
や公園」で運動していた会員の入会後のスポ
ルクラブ以外での運動実施について示したも
のである。
　家の周りや公園で運動している割合は
70.0％であった。パーセンテージは入会前（表
２）より増加しているが母数が異なり，実数
では25から14へ約半減していた。
　表９は，スポルクラブ入会前に「そのほか」
で運動していた会員の入会後のスポルクラブ
以外での運動実施について示したものである。
　そのほかで運動している割合が最も多く
72.4％であった。パーセンテージは入会前（表
２）より増加しているが母数が異なり，実数
では35から21へ減少している。
　これらのことから，スポルクラブ入会後は，
入会前に実施していた運動を続けているもの
の，それぞれの半数程度はスポルクラブでの
運動に切り替えている傾向が見られた。とく
に入会前にスポーツクラブやフィットネスク
ラブで運動していた会員は，スポルクラブ入
会後多くがスポーツクラブやフィットネスク
ラブから移行しことが明らかとなり，費用負
担が大きいほど，スポルクラブに移行してい
ると考察できる。
まとめ
　本研究では，北方圏における総合型地域ス
ポーツクラブ会員の運動実施率について，本
学スポルクラブ会員を対象に調査した結果以
下のことが明らかとなった。
１．スポルクラブ入会前の運動実施について
　スポルクラブ入会前の運動実施について
は，今回の調査の会員回答者のうち，89名（回
答者のうち34.6％）は入会前運動をしていな
かったことから，運動実施率向上に確実に貢
献していることが明らかとなった。 
２．スポルクラブ入会後の運動実施について
　スポルクラブ入会後の運動実施について
は，今回の調査の会員回答者のうち，家の
回りや公園で運動している割合は２倍弱の
16.4％へ増加し，そのほかも2.4％ではあるが
増加しており，スポルクラブに入会したこと
によって，スポルクラブ以外での運動実施率
も向上したことが明らかとなった。
３．スポルクラブ入会前に運動実施がない会
員の入会後の運動実施について
　スポルクラブ入会前に運動実施がない会員
の入会後の運動実施については，ほとんどが
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スポルクラブ以外では運動をしていないもの
の，家の周りや公園，そのほか（8.6％），ス
ポーツクラブやフィットネスクラブ（3.2％），
体育館や公民館などの体育施設（3.2％）を
合わせると31.1％がスポルクラブ以外でも運
動実施するようになったことが明らかとな
り，入会前に運動実施がなかった会員がスポ
ルクラブでの活動を機に，運動実施の範囲が
広がったことが明らかとなった。
４．スポルクラブ入会前に運動実施がある会
員の入会後の運動実施について
　スポルクラブ入会前に運動実施がある会員
の入会後の運動実施については，入会前に実
施していた運動を続けているものの，それぞ
れの半数程度はスポルクラブでの運動に切り
替えている傾向が明らかとなった。とくに入
会前にスポーツクラブやフィットネスクラブ
で運動していた会員は，スポルクラブ入会後
多くがスポーツクラブやフィットネスクラブ
から移行しことが明らかとなり，費用負担が
大きいほど，スポルクラブに移行しているこ
とが明らかとなった。
付　記
　本研究は，平成25年度北方圏生涯スポーツ
研究センター研究費の助成を受けて実施され
たものである。
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しゃがみ込みテストと足関節背屈角度の関連性
The Relationship between the Deep Squatting 
Test and range of motion of the ankle joint
吉 　 田 　 昌 　 弘１） 吉 　 田 　 　 　 真１）
Masahiro YOSHIDA Makoto YOSHIDA
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
Ⅰ．はじめに
　スポーツ選手にとって身体の柔軟性は競技
パフォーマンスを左右する因子の一つであ
る。関節可動域制限や筋のタイトネスによっ
て生じる柔軟性の低下は，競技者がコンディ
ションの状態を自覚的に把握できるため，柔
軟性の改善を目的としたストレッチは競技前
後のコンディショニングとして頻繁に用いら
れている。
　スポーツ現場におけるメディカルチェック
では，スポーツ外傷・障害の予防の観点から
関節可動域の計測や筋のタイトネスの評価を
実施するケースが多い１, ２）。しかしながら，
スポーツ現場におけるメディカルチェックは
競技のシーズン前後の時期に実施されること
が多いため，練習量の変化やトレーニングに
よって生じる細かな柔軟性の変化を，継続的
に測定して競技者へフィードバックすること
は物理的に難しいのが現状である。
　メディカルチェックにおける時間的な制約
や設備等の環境的な問題を解決するために
は，柔軟性低下の有無のスクリーニングを可
能とする簡易的な手法が必要である３）。
スポーツ現場では，しゃがみ動作（Deep 
Squatting Posture）を用いて，下肢の柔軟
性を簡易的に評価する方法が取り入れられて
いる。しゃがみ動作は，股関節，膝関節，足
関節の各関節を深く屈曲させて腰を下ろす動
作であり，日本式の生活様式では起居動作で
頻繁に用いられる姿勢である。しゃがみ動作
の遂行には，股関節，膝関節，足関節の全て
の関節における十分な可動域と，荷重位で最
終可動域を保持する筋力が求められる。ジャ
ンプ動作や踏み込み動作が頻繁に用いられる
競技では，動作を遂行するための下肢の筋力
と各関節の可動域が必要となるため，しゃが
み動作の可否から下肢の柔軟性をスクリーニ
ングすることが有用であると考えられてい
る。先行研究では，しゃがみ動作の可否をグ
レード分類するしゃがみ込みテストやしゃが
み動作を保持するDeep squatting postureな
どが報告されており，それぞれ有用性が検証
されている４, ５）。
　しかしながら，しゃがみ動作はスクリーニ
ングとしては有用な手法であるものの，動作
の遂行には股関節，膝関節，足関節の全ての
柔軟性が関与することから，動作の可否から
柔軟性の低下が認められる部位を推定するこ
とは難しい。動作の可否と各関節の柔軟性低
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下の関連性を明らかにするためには，しゃが
み込み動作に影響を与える因子を明らかにす
る必要がある。
　本研究では，しゃがみ込みテストに影響す
ると考えられる身体因子の内，足関節の柔軟
性に着目し，しゃがみ込みテストのスコアと
足関節背屈角度の関連性を検討することを目
的とした。
Ⅱ．方　法
Ⅰ．対象
　対象は体育系学生団体に所属する大学生競
技者30名（男性18名，女性12名）とした。対
象の取り込み基準は，１）研究実施日から３ヶ
月以前の期間に下肢に外傷および障害の既往
が無いこと，２）競技に参加可能であること
とした。除外基準は下肢に手術歴があること
とした。
Ⅱ．測定方法
　本研究では，しゃがみ込みテストと足関節
の背屈可動域を測定した。しゃがみ込みテス
トでは，立位姿勢からしゃがみ込み動作を行
い，姿勢保持の可否を判定した。テストの開
始肢位は両脚での立位姿勢とし，裸足で左右
の足部内側および膝内側を付け，下肢を伸展
した肢位と規定した。開始肢位からゆっくり
としゃがみ込み動作を行い，股関節，膝関節，
足関節を最大限屈曲させて臀部と踵部が近づ
くまで腰を落とした状態を終了肢位と規定し
た。本研究では，上肢の位置によりしゃがみ
込みテストの段階をGrade1～3の３段階に
設定した。Grade1から順にテストを実施し，
遂行できたテストの段階によりスコア化した
（図１）。臀部と踵部が近づくまで腰を落と
すことができない，または終了肢位を５秒間
保持できず転倒した場合は姿勢保持不可とし
た。また，しゃがみ込む動作中に両膝が離れ
図１．しゃがみ込みテストのGrade分類
Grade １（写真左）は，上肢を前方に保持（肩関節90度屈曲位）した肢位でしゃがみ込み動作
が可能であることとした。Grade1において終了肢位を保持することができなかった被験者は
Grade0とした。Grade2（写真中央）は，胸の前で腕組みをした肢位でしゃがみ込み動作が可
能であることとした。Grade3（写真右）では，腰部で手を組んだ肢位でしゃがみ込み動作が
可能であることとした。
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た場合や，踵部が地面から離れた場合も不可
とした。
　足関節背屈可動域は，背臥位で膝伸展位を
取り，他動で足関節最大背屈させた際の角度
とした。基本軸は腓骨頭と外果を結ぶ線とし，
移動軸は第５中足骨とした。測定には，角度
計（ゴニオメータ）用い，左右各側の背屈角
度を記録した。左右の背屈角度の内，大きい
側を背屈最大値，小さい側を背屈最小値とし
た。しゃがみ込みテストのスコア（Gread0
～3）別に４群に分け，各群の足関節背屈角
度を比較した。解析には，一元配置分散分析
(one way ANOVA)を用いた。統計学的解析
には，SPSSを用いた。有意確率５％未満を
統計学的に有意とみなした。
Ⅲ．結　果
　被験者の一般情報を表１に示した。しゃ
がみ込みテストのスコアはGrade3が10名，
Grade2が16名，Grade1が４名，Grade0が０
名であった（図２）。足関節背屈最大値は，
Grade3で49±8.6度（平均値±標準偏差），
Grade2で46±4.9度，Grade1で41±4.6度 で
あった。各群間の足関節背屈最大値に有意
な差は認められなかった（図３）。また，背
屈 最 小 値 はGrade3で45±8.9度，Grade2で
42±3.7度，Grade1で36±3.9度であった。背
屈最小値に関しては，Grade ３群とGrade1
表１．被験者一般情報
年齢 身長 体重
男性 18.7±0.9歳 173.2±6.8cm 64.8±5.6kg
女性 19.3±1.1歳 161.6±4.2cm 57.0±4.4kg
（平均±標準偏差）
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図２．しゃがみ込みテストのGrade分布
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図３．しゃがみ込みテストのGrade別におけ
る足関節背屈最大値
Grade1～3の各群間の足関節背屈最大値
に有意な差は認められなかった。
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図４．しゃがみ込みテストのGrade別におけ
る足関節背屈最小値
Grade3群とGrade1群の間に有意な差
が認められた（p=0.040）。Grade3群と
Grade2群およびGrade2群とGrade1群の
間には有意な差が認められなかった.
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群の間に有意な差が認められた（p=0.040）
が，Grade3群 とGrade2群 お よ びGrade2群
とGrade1群の間には有意な差が認められな
かった（図４）。
Ⅳ．考　察
　本研究は，しゃがみ込みテストのスコアと
足関節背屈角度の関連性を明らかにすること
を目的に実施した。研究結果は，Grade1群
の足関節の背屈最小値はGrade3群と比較し
てより有意に小さいことを示した。
　Kasuyamaらは，71名の健常大学生を対象
にしゃがみ込み動作を実施し，しゃがみ込み
動作の遂行が可能であった被験者は，足関節
の柔軟性が有意に高かったと報告した５）。ま
た，吉田らは41名の高校野球選手を対象に，
本研究で実施したしゃがみ込みテストと同様
の方法を用いて足関節の柔軟性を評価した結
果，テストのスコアが高い者では，足関節背
屈可動域も大きい傾向にあることを報告し
た４）。しゃがみ込み動作と足関節可動域の関
係を調査した先行研究では，足関節背屈可動
域の制限はしゃがみ込み動作遂行の支障にな
るとの見解を示している。本研究結果も，しゃ
がみ込みテストのGrade3からGrade1に低下
するに従い，足関節背屈可動域も減少する傾
向を示したことから，足関節背屈制限はしゃ
がみ込み動作に影響する因子であると推察し
た。
　しかしながら，本研究では，足関節背屈角
度に関してはGrade1～3の各群間に有意差
を認めず，Grade1群とGrade3群の間にのみ
有意差を認めた。この結果から，Grade1-2間
およびGrade2-3間では，足関節背屈可動域
以外の因子が動作遂行の可否に関与している
図５．しゃがみ込みテストにおける重心偏位
しゃがみ込みテスト時に足関節背屈位を保持できる場合は、重心位置が前方に移動し、安定し
たしゃがみ込み姿勢を取ることが可能となる（写真左）。足関節背屈位を保持できない例では、
重心位置が後方に移動し、しゃがみ込み姿勢を取ることが困難となる（写真右）。
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ものと考えられる。しゃがみ込みテストの
動作課題は，Gradeが増加するにつれて後方
へ重心移動しやすくなる様設定されている。
Grade ３では，後方へ重心移動することによ
り後方への回転モーメントが高まるため，終
了肢位を保持することが困難となり後方へ転
倒しやすくなると考えられる。後方への重心
移動を制御し，支持基底面内に重心をコント
ロールするためには，足関節を十分に背屈さ
せ，上体をできる限り前方へシフトさせる必
要がある（図５）。しゃがみ込み動作時の重
心位置を調整するためには，足関節に十分な
背屈可動域が確保されていると共に，足関節
を背屈位で固定する筋力が求められる。つま
り，しゃがみ込み動作の遂行には，足関節背
屈可動域に加えて，足関節背屈の作用を有す
る前脛骨筋の筋力が関与している可能性があ
ると考えられた。
　本研究グループは，しゃがみ込みテストを
股関節，膝関節，足関節の柔軟性をスクリー
ニングするフィールドテストとして位置づけ
ている。特に，下腿三頭筋および腓腹筋など
の下腿周囲の筋タイトネスや足関節捻挫に
よって生じた足関節の背屈可動域制限の有無
を判断する指標として有用であると考えて
いる６）。本研究では，しゃがみ込みテストの
各Grade間において足関節背屈可動域に有意
差を認めると仮説を立てた。しかしながら，
しゃがみ込みテストの各Grade間において足
関節背屈可動域に有意差は認められなかった
ことから，足関節背屈可動域以外の要因がテ
ストの動作遂行に関与しているものと推察さ
れた。しゃがみ込みテストは，いわゆる足関
節背屈の柔軟性のみを反映しているのではな
く，荷重位における足関節背屈の動的な柔軟
性が要求される動作課題であると考えられ
る。足関節の背屈可動域を有していると共に，
荷重位で背屈位を保持する前脛骨筋の筋力の
有無をスクリーニングするテストであると言
える。
　しゃがみ込みテストをスポーツ現場におけ
るスクリーニングとして有用性を高めるため
には，本研究で明らかとなった知見を踏まえ，
今後はしゃがみ込みテストと背屈筋力の関連
性についても調査し，テストの動作課題の遂
行に影響する因子についてさらに検証を進め
ていく必要がある。
Ⅴ．まとめ
　本研究では，大学生競技者30名を対象に
しゃがみ込みテストと足関節背屈角度の計測
を実施し，テストのGradeと背屈角度の関連
性を検証した。しゃがみ込みテストのGrade
が高い群では，足関節背屈角度が大きい傾向
が認められた。Gread3群の足関節背屈角度
は，Gread1群と比較して有意に大きかった。
しかし，その他のGread間には有意な差を認
めなかった。本研究結果から，しゃがみ込み
テストの動作遂行には足関節背屈可動域のみ
ではなく，背屈位を保持する筋力等の因子も
関与している可能性が示唆された。
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Ⅰ．はじめに
　北翔大学生涯スポーツ学部は，月形町教育
委員会，保健福祉課と連携し，平成24年度か
ら開始した月形町民を対象とした健康づく
り・体力づくり推進事業１）を，前年に引き
続き実施した。本事業の目的を，月形町民が
健康的で心にゆとりのある生活をおくること
平成25年度月形健康づくり・体力づくり推進事業実施報告
A Report with Regard to Tsukigata Health and Fitness Promotion Projects
井 　 出 　 幸 二 郎１） 上 　 田 　 知 　 行１）
Kojiro IDE Tomoyuki UEDA
小 坂 井 　 留 　 美１） 小 　 田 　 史 　 郎１）
Rumi KOZAKAI Shiro ODA
本 　 多 　 理 　 紗２） 竹 　 田 　 唯 　 史１）
Risa HONDA Tadashi TAKEDA
小 田 嶋 　 政 　 子１） 竹 　 内 　 　 　 晶３）
Masako ODAJIMA Akira TAKEUCHI
表１．ヘルシーアカデミーの展開について
開催日時 場　所 内容及び担当
第１回 ７月13日（土）10時15分～12 多目的研修センター
笑顔でイキイキエンジョイ体操
【担当】上田知行、本多理沙
第２回 ９月７日（土）10時15分～12時 多目的研修センター
元気ハツラツウォーキング講座
【担当】本多理沙
第３回 10月14日（月・祝）９時15分～13時
多目的アリーナ
町内
ノルディック・ウォーキング講習及び町民歩け歩け
大会参加
【担当】小坂井留美、他
第４回 11月10日（日）10時15分～12時 総合体育館
自宅でできる筋トレ
【担当】上田知行、本多理沙
第５回 12月16日（日）10時15分～12時
総合体育館
トレーニングルーム
月形体育館トレーニングジムの利用方法
【担当】井出幸二郎
第６回 １月18日（土）10時～12時 月形小学校グラウンド
ゴルポッカ
【担当】小田史郎、他
第７回 ２月15日（土）予定 総合体育館
ニュースポーツ
【担当】本多理沙
第８回 ３月16日（日）予定 総合体育館
年次まとめ
【担当】本多理沙、井出幸二郎
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北方圏生涯スポーツ研究センター
３）月形町教育委員会
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要　第５号44
ができるようになるために，町民自らが意識
を高め，健康増進と体力増強に努める態度を
培うこととし，自分の身体に対して意識を高
め，自分の健康は自分で守り，さらに町民自
ら行う運動やスポーツ活動を通して地域コ
ミュニティを形成しそれを充実させるという
目標を掲げ，本事業を展開した。展開内容は
前年度と同様に，第一ステップでは町民を対
象とした体力測定，第二ステップでは測定結
果の公表，町民に対する健康・体力づくりに
関する講話，運動プログラムの紹介，第三ス
テップでは月一回の頻度での運動プログラム
の実施とした（表１）。本報では，平成25年
度月形健康づくり体力づくり推進事業の実施
内容について報告する。
Ⅱ．第一ステップ　町民体力測定
　平成25年５月12日（日），月形町総合体育
館にて，月形住民が各々の健康状態や体力を
知り，自ら健康・体力づくりに取り組む生活
態度を培うことを目的に，20歳以上の月形町
民を対象に『町民体力測定』を実施した。体
力測定項目として，握力，長座体位前屈，開
眼片足立ち，ファンクショナルリーチ，10ｍ
障害物歩行，10ｍ全力歩行，30秒立ち座りを
行った。また，通常歩行時の動画をデジタル
ビデオカメラにより撮影記録し，画像解析ソ
フトウェア（ダートフィッシュ）により連続
画像を作成した。測定・記録を，北翔大学生
涯スポーツ学部教員及び学生スタッフが担当
写真１　片足バランス
表３．参加者の身体機能
握力
（kg）
ファンクショナル
リーチ（cm）
長座体前屈
（cm）
開眼片足立ち
（秒）
10m障害物
歩行（秒）
10m歩行
（秒）
30秒起居
（回）
男
性
全体 39 ± 9 40 ± 6 34 ± 9 77 ± 42 6 ± 2 4 ± 1 26 ± 8
64歳以下 42 ± 10 41 ± 5 36 ± 9 93 ± 36 5 ± 1 4 ± 1 27 ± 7
65歳以上 35 ± 3 37 ± 7 28 ± 8 41 ± 34 8 ± 2 5 ± 1 24 ± 11
女
性
全体 26 ± 5 36 ± 6 40 ± 9 85 ± 43 8 ± 2 5 ± 1 23 ± 5
64歳以下 28 ± 6 37 ± 6 38 ± 8 117 ± 6 7 ± 1 5 ± 1 22 ± 5
65歳以上 24 ± 4 36 ± 6 42 ± 10 61 ± 43 9 ± 2 6 ± 1 23 ± 6
表２．参加者の身体的特徴
年齢（歳） 最高血圧（mmHg）
最低血圧
（mmHg）
身長
（cm）
体重
（kg）
BMI
（体重/身長2）
体脂肪率
（％）
男
性
全体 54 ± 19 137 ± 16 83 ± 9 164 ± 8 68 ± 13 25 ± 3 24 ± 5
64歳以下 45 ± 15 136 ± 18 84 ± 10 167 ± 7 72 ± 14 26 ± 3 23 ± 7
65歳以上 74 ± 5 139 ± 13 82 ± 8 157 ± 6 60 ± 6 24 ± 2 25 ± 2
女
性
全体 64 ± 16 136 ± 17 80 ± 8 153 ± 7 60 ± 14 26 ± 4 36 ± 6
64歳以下 49 ± 14 129 ± 18 79 ± 7 157 ± 6 66 ± 18 27 ± 6 37 ± 7
65歳以上 74 ± 5 141 ± 16 81 ± 9 150 ± 7 56 ± 7 25 ± 2 35 ± 6
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頻度で行われた。展開内容は，第１回「笑顔
でイキイキエンジョイ体操」，第２回「元気
ハツラツウォーキング講座」，第３回「ノル
ディックウォーキング及び町民歩け歩け大
会」，第４回「自宅でできる筋トレ」，第５回
「月形体育館トレーニングジムの利用方法」，
第６回「ゴルポッカ」，第７回「ニュースポー
ツ」，第８回「年次まとめ」とした。これら
の内容は，転倒予防に有効な筋力トレーニン
グや，心臓循環器系の機能の維持改善に有効
であり，高齢者の認知機能やメンタルヘルス
の維持・改善に有効と考えられているウォー
キング等，各々が習慣的に個として行える運
動と，高齢者でも冬期に雪上でも行えるゴル
ポッカ，ペタンクやフロアカーリング等，集
団で行うニュースポーツにより構成され，「自
分の身体に対して意識を高め，自分の健康は
自分で守る」という個の目標と，「運動やス
ポーツ活動を通して地域コミュニティを形成
しそれを充実させる」という集団の目標を反
映したものとなっている。
Ⅴ．まとめと今後の課題
　月形町で健康づくり・体力づくり推進事業
を昨年度に引き続き実施した。内容はほぼ前
年度と同様であった。しかし，それぞれの参
加者数を昨年度のものと比較すると，月形町
側の若年者に対する呼び掛けにより若年者の
参加があった第５回の月形町総合体育館ト
レーニングルームのオープニング以外は，い
ずれも参加者の数が前年度から減少した（表
４）。この参加者数の減少が，事業内容によ
るものか否かは明らかではない。また，事業
開始年度から，「自分の身体に対して意識を
した。参加者数は32名であった。参加者の身
体的特徴及び身体機能を表２及び表３にそれ
ぞれ示した。
Ⅲ．第二ステップ　ヘルシーミーティング
　６月16日（日），月形町多目的研修センター
にて，20歳以上の月形町民を対象に身心とも
に健康な体づくりをテーマとした講話を行っ
た。また，前回の体力測定の参加者に対して
は体力測定結果と歩行時の連続画像をフィー
ドバックした。講話後，参加者に対して体力
アップチャレンジ教室ヘルシーアカデミーで
行われる運動を北翔大学教員及び学生スタッ
フが指導した。また，教員が健康体力相談も
行った。参加者は，前の週の体力測定に参加
した者とそれに不参加であった者も含め，計
32名であった。
Ⅳ．第三ステップ　体力アップチャレンジ教室
　第一ステップ，第二ステップを受け，第三
ステップである体力アップチャレンジ教室ヘ
ルシーアカデミーを実施した。体力アップ
チャレンジ教室ヘルシーアカデミーは，８月
の月形体育館の改修工事期間を除き月一回の
写真２　ゴルポッカ
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高め，自分の健康は自分で守り，運動やスポー
ツ活動を通して地域コミュニティを形成しそ
れを充実させる」という本事業の目標がどの
程度達成されているのかも明らかではなく，
このような検証も事業内容の修正のためにも
必要である。2014年１月10日，月形町と北翔大
学は包括的連携協定を締結した。これを機に，
月形町の発展と月形町民の健康体力づくり事
業が活発となり，さらに連携を通じた教育研
究活動が益々盛んになることが期待される。
謝　辞
　本事業を進めるにあたり，月形町関係者の
方々の協力と支援をいただきましたことを，
深く御礼申し上げます。
引用・参考文献
１）井出幸二郎，上田知行，小坂井留美他 
（2013）　平成24年度月形町健康づくり・体
力づくり推進事業実施報告　北翔大学生涯
スポーツ学部研究紀要, 4: 59－63.
表４．平成24年度と平成25年度の参加者数
内容 H24年度参加者
H25年度
参加者
町民体力測定 61 32
ヘルシーミーティング 61 32
ヘルシーアカデミー１ 12 9
ヘルシーアカデミー２ 27 15
ヘルシーアカデミー３ 23 18
ヘルシーアカデミー４ 20 7
ヘルシーアカデミー５ 19 32
ヘルシーアカデミー６ 20 11
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総合型地域スポーツクラブの人材育成マニュアルの作成
A Study about Instructor Training System
at All-round Community Sports Club
上 　 田 　 知 　 行１） 永 　 谷 　 　 　 稔１）
Tomoyuki UEDA Minoru NAGATANI
藤 　 原 　 信 　 介２）
Shinsuke FUJIWARA
１．はじめに
　文部科学省がまとめた「平成25年度総合型
地域スポーツクラブ育成状況調査」１）２）によ
ると，創設済み，または創設準備中の総合型
地域スポーツクラブの数は，全国で3,493ク
ラブとされている。そのうちの北海道は179
クラブで市町村育成率は59.8％となってお
り，全国育成率の79.0％を下回っている。ま
たクラブの現在の課題として，「会員の確保」
が74.7％，「財源の確保」が65.5％，「指導者
の確保（養成）」が62.6％があげられている。
これらから総合型地域スポーツクラブは，地
域に求められるスポーツプログラムを，安全
で効果的に指導できる体制で，継続可能な参
加費の徴収により，運営することが必要であ
ることと言い換えられる。そのため本研究で
は，総合型地域スポーツクラブの人的資源に
関する課題を解決することを目的として，運
動プログラムの指導者に必要な知識や技能を
身に付ける人材育成システムを作成すること
とした。特に健康スポーツを学ぶ学生が，運
動指導者として必要な実践的な技能を身に付
けることを中心に作成したものである。
２．総合型地域スポーツクラブ「スポルクラ
ブ（地域スポーツ）」の概要
　北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター
では，地域住民の運動を通じた健康づくりを
目的に，総合型地域スポーツクラブ「スポル
クラブ（地域スポーツ）」を平成20年に設立
した。３）設立当初から対象を中高年とし，健
康スポーツプログラムを中心とした運動プロ
グラムを配置した。初年度の平成20年の１週
間当たりのプログラムは８種類11本であり，
地域の参加者は250名程度であった。設立２
年度目から１週間当たりのプログラムを増や
し，６年度目をむかえた平成25年度は，14種
類23本，地域の参加者は400名程度となった。
それぞれの健康スポーツプログラムの概要を
表１に示す。運動未経験者の参加を促すため
に，「生涯スポーツ」という初心者運動プロ
グラムを週４本配置している。また，プログ
ラムの類型としては，「ボクササイズ」や「ピ
１）生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター
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ラティス」，「ヨガ」，「エアロビック」，「水泳
水中運動」などスポーツ種目を固定させたも
の，「生涯スポーツ」や「トレーニング90」，「ト
レーニングジム利用」，「レクリエーションス
ポーツ」などスポーツ種目を固定させていな
いものの２類型を配置した。参加者は好みに
応じて気に入ったスポーツプログラムに登録
し参加している。
　また，指導者体制としては，スポーツ種目
を固定させたプログラムについては，外部の
専門運動指導者とし，健康運動指導士やエア
ロビックダンスインストラクター，ヨガ，ピ
ラティス等の指導資格を保有する者で，すで
に健康づくりに関わる運動指導に携わってい
る者とした。なお，「生涯スポーツ」はスポー
ツ種目を固定させていないプログラムである
が，初心者向けのプログラムであり，参加者
の動機づけに対して強い影響力が必要である
ことから，初心者向けの健康スポーツプログ
ラムについて充分経験を積んだ外部の専門運
動指導者が指導している。他のスポーツ種目
を固定させていないプログラムは，健康運動
指導士等の資格取得を目指す学生のうち，定
められた学習を終了して，スポルクラブでの
外部専門指導者のアシスタント等で充分な経
験を積んだものが担当している。
表１：「スポルクラブ（地域スポーツ）」プログラムの概要 
プログラム名 月額参加料 内容説明（パンフレットより）
生涯スポーツ 2,000円 簡単で無理のない運動や，音楽に合わせてカラダを動かすことで年齢・性別を問わず楽しめます。
生涯スポーツ
（Step Up） 2,000円
生涯スポーツのStepUpクラスです。担当者が週によって代わり飽きの
こない内容です。
トレーニング90 2,000円 様々なトレーニングマシン・トレーニング方法を紹介していくプログラムです。男性にもおすすめです。
レクリエーションスポーツ 2,000円 ニュースポーツといわれる初めての方も気軽に運動できるスポーツ種目を行う「楽しむ」プログラムです。
リズム体操 2,000円 姿勢改善・柔軟性の向上など，ご自身では難しい目標達成をサポートし心身ともに健康にするプログラムです。
リラックスヨガ 2,900円 基本的なヨガのポーズを取り入れ，運動・呼吸などからリラックスを狙っていきます。肩の力を抜いて参加してみてください。
ピラティス 2,900円 姿勢改善・柔軟性の向上など，ご自身では難しい目標達成をサポートし心身ともに健康にするプログラムです。
はじめてボクササイズ 2,000円 音楽に合わせて，ボクササイズを行っていきます。脂肪燃焼・ストレス発散などを狙ってみんなで汗を流していきましょう！
エアロビック 2,000円 リズムに合わせてカラダを動かしていきましょう！汗を流してカラダとココロを開放して脂肪燃焼・ストレス発散していきましょう！
トレーニングジム利用 2,000円 個人個人でトレーニング室の用具を使って運動したい方におすすめです。指導員を配置していますので気軽にお声がけ下さい。
水中体操 2,900円 水中で，水の浮力･抵抗などの特性を生かし，運動がはじめての方でも気軽に参加いただけるプログラムです。
水泳水中運動 2,900円 水泳の技術を向上したい方へおすすめです。クロール･背泳ぎの習得を目指します。
水泳水中運動
（Step Up） 2,900円
水泳の技術を向上したい方へおすすめです。StepUpでは平泳ぎ･バタ
フライ習得を目指します。
アクアフィットネス70 2,900円 水中ウォーキングや水療法，泳ぎの練習等を通して健康なカラダを作ります。運動が苦手な方にもオススメです。
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３．指導者育成プログラム
　前述したとおり，スポーツ種目を固定させ
ていないプログラムは，健康運動指導士等の
資格取得を目指す学生のうち，定められた学
習を終了して，スポルクラブでの外部専門指
導者のアシスタント等で充分な経験を積んだ
ものが担当している。学生は，健康運動指導
士等指導者資格に必要な講義科目や演習科目
を履修し，健康づくりのために必要な知識や
技能を学習しているが，実際の指導場面で具
体的な口述指導には慣れておらず，どのよう
な言葉のかけ方が意図する指導につながるか
について，スポルクラブでのプログラム指導
が知識や技能を深めるものとなっている。こ
れまでに，育成された学生指導者スタッフを
表２に示す。スポルクラブでの指導者を希望
する学生は，次のような育成プログラムに
よって育成される。４）
１）運動プログラムの体験
　指導を希望する学生は，スポルクラブマ
ネージャーの面談を通じて，スポルクラブの
設立経緯や運動初心者が継続することを目的
としたプログラム配置であることについて，
説明を受ける。また，スポルクラブに配置さ
れている外部専門指導者のプログラムに参加
し，参加者の属性やプログラムの具体的な流
れについて理解を深める。参加するプログラ
表２：「スポルクラブ」学生指導者数
 （平成23年度～平成25年度）
年　度 学生指導者スタッフ数
平成23年度 12名
平成24年度 12名
平成25年度 22名
ムは「生涯スポーツ」を必修とし，他の外部
専門指導者のプログラムを合わせて，最低５
本のプログラムに参加することを義務付けて
いる。「生涯スポーツ」を必修としているのは，
一つにはスポーツ種目を固定させていないプ
ログラムであり，学生が指導者として担当す
るプログラムと同様の類型であること，もう
一つにはこのプログラムに参加してくる参加
者の目的が，健康づくりとするものが多く，
講義や演習で学んだ知識や技能を具体的な指
導に活かされる場面が多いためである。これ
らの運動による健康づくりプログラムを体験
することにより，ホスピタリティ能力を増加
させる目的が達成されている。
２）アシスタントスタッフ
　外部専門指導員やすでに指導者として活躍
している学生指導者のアシスタントスタッフ
として，プログラムの準備やコンディション
チェックの補助，運動指導の補助などを行な
う。指導スタッフとしての自覚を高め，参加
者が安全に効果的な運動プログラムへ導くた
めの方略について研修を重ねる。特に「トレー
ニング90」や「トレーニングジム利用」など
のプログラムでは，参加者とのコミュニケー
ション機会が多く，その能力と言葉がけを含
めた指導技術を磨くことにつながっている。
アシスタント期間は，プログラム改定の時期
や学生の希望，指導技能の蓄積を踏まえ，３
カ月から６か月程度としている。この間，ス
ポルクラブマネージャーの補助業務も担い，
会員管理やイベント企画立案や実施補助など
も行なっている。（図１）なお，平成25年度
に開催されたイベントと補助スタッフ数は表
３のとおりである。
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図１：イベント「スノーシュー体験会」チラシ
３）指導計画の作成と指導企画
　アシスタントスタッフとして実践を重ね，
知識や技能が深まった学生は，運動プログラ
ムの企画やカリキュラムの作成，運動指導，
プログラム参加者の情報管理を行なってい
る。カリキュラム作成については，指導計画
を作成したのちに，マネージャーと充分な打
ち合わせを踏まえたうえで実際の指導にあた
る。指導終了後には指導日報を提出し参加者
の変化について細かく観察することを求めて
いる。
４）指導者研修会の開催
　学生指導者の指導技術の向上をはかるた
め，スポルクラブ主催による学生指導者研修
会，学生指導者ミーティングを開催している。
学生指導者研修会は外部講師による，水中運
動やトレーニング技術指導，レクリエーショ
ン研修会である。また，学生指導者ミーティ
ングでは，トレーニング技術指導研修や参加
者の症例研究としている。（表４）
４．まとめと今後の課題
　学生指導者を育成するために，以下のよう
にシステムを構築した。
１）運動プログラムの体験
表４：「スポルクラブ」学生指導者研修会（平成23年度～平成25年度）
年　度 指導者講習会 学生指導者ミーティング
平成23年度 １回（８月） 26回（４月から翌年３月まで）
平成24年度 １回（６月） 42回（４月から翌年３月まで）
平成25年度 ２回（８月，９月） 10回（12月から翌年３月まで）
合　計 ４回 76回
表３：「スポルクラブ」で開催されたイベント
と学生スタッフ数（平成25年度）
イベント名 学生参加者数
定期体力測定会（７月，10月，２月） 19名
らくらく軽登山 １名
大掃除忘年会 ８名
クロスカントリー体験 １名
スノーシュー体験会 １名
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２）アシスタントスタッフとしての実践経験
３）指導計画の作成や指導企画を伴う運動指導
４）指導者研修会の開催
　スポルクラブにおいて，学生でも安心して
指導できる環境を与えるため，参加者属性や
プログラムの意図が伝わるように配慮してい
る。また，徐々に指導者としての指導技術を
磨くためにアシスタントとしての経験を積み
上げている。実際の指導にあたっては，無理
なく安全に指導を行えるよう指導計画の作成
を義務としている。最後に研修会の開催で情
報共有や指導技術の向上に役立てている。結
果，平成25年度は22名の学生指導者を育成す
ることにつながることとなった。
　育成された学生指導者は３年生後期から任
されることが多く，運動プログラムを主体的
に指導できるまでには４年生となってからが
多い。より自律した指導者として，活躍でき
るよう，低学年時から育成が終了するように，
育成システムを改善することが必要である。
今後は，スポルクラブにとってはより安定的
に指導者を輩出すること，学生指導者にとっ
ては，より早い段階からスポルクラブで指導
できる育成システムを積み上げていくことが
課題として捉えられている。また，地域にお
ける運動教室の展開６）と連結し，スポルク
ラブで育成した指導者を地域に輩出して行く
ことが必要である。
５．付記
　本報告は，平成23年度から平成25年度文部
科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事
業」の助成を受けて実施したものである。
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The Relationship Between Light-Intensity Physical Activity and Cognitive Function in a 
Community-Dwelling Elderly Population - An 8-year longitudinal study. Journal of the 
American Geriatrics Society 61, pp452-453, 2013
・Yuki, A, Otsuka, R., Kozakai, R., Kitamura, I., Okura, T., Ando, F., Shimokata, H.: 
Relationship between Low Free Testosterone Levels and Loss of Muscle Mass. Scientiﬁ c 
Reports 3, pp1-5, DOI:10.1038/srep01818, 2013
・Nunome H, Inoue K, Shinkai H, Kozakai R, Suito H, Ikegami Y: A novel comparison 
between standard and new testing procedures to assess shock absorbency of third 
generation artiﬁ cial turfs. Sports Engineering, doi10.1007/s12283-013-0146-7, 2013
・村井亮介，岩壁茂，杉岡品子：初回面接における訓練生の困難とその対応─継続事例と中断
事例の比較検討─，心理臨床学研究，心理臨床学会研究，Vol 31 No1. pp141-151. 2013
・近藤雄一郎，竹田唯史：アルペンスキー競技回転種目におけるタイム分析とストック・ワー
クのタイミング分析，北海道体育学研究,  第48巻（１),  pp1－8, 2013. 11. 15
・小林匠, 吉田昌弘, 蒲田和芳：足関節の既往歴, 足関節機能, スポーツパフォーマンスの関連
性, 日本臨床スポーツ医学会誌,  21巻, １号,  pp112-118, 2013. 2
・Takumi Kobayashi, Masahiro Yoshida, Makoto Yoshida, Kazuyoshi Gamada：Intrinsic 
Predictive Factors of Noncontact Lateral Ankle Sprain in Collegiate Athletes A Case-
Control Study, Orthopaedic Journal of Sports Medicine, Vol1（7), pp1-8. 2013. 12
平成25年研究教育活動（2013.１.1～2013.12.31）
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③一般論文
・青木康太朗，粥川道子：自然体験型健康増進プログラム「スマイル・ウォーク」の実践とそ
の効果，キャンプ研究，第16巻，pp23-29，2013. 3
・青木康太朗：生涯学習振興におけるスポーツの果たす役割，日本生涯教育学会年報，第34号，
pp113-129，2013.11
・宮本将典,  阿部史,  川初清典,  堀田大介,  菊池健次郎, 塚本勝, 大堀克己：低強度で実施す
るノルディックウォーキングにおける酸素摂取量.　藻岩山麓ジャーナル13,  pp90-92,  2013
・千葉拓実,  阿部史,  川初清典,  堀田大介,  坂田純一,  大堀克己：心臓弁膜症術後患者の退
院後のADLについて. 藻岩山麓ジャーナル13,  pp105-109,  2013
・須藤拓也,  工藤真斗,  岡本祐一郎,  阿部史,  堀田大介,  川初清典,  大堀克己：維持期心臓
リハビリテーションを中断した後の患者の運動の実践と生活管理の実態について. 藻岩山麓
ジャーナル13,  pp110-113,  2013
・大和田まみ, 岡本祐一郎, 阿部史, 堀田大介, 菊池健次郎, 川初清典, 大堀克己：虚血性心疾
患患者に対する維持期心臓リハビリテーションの有用性.  藻岩山麓ジャーナル13, pp115-
137,  2013
・粥川道子，青木康太朗：高等教育機関における野外教育の試み（2），北翔大学生涯スポーツ
学部研究紀要,  第４号，pp27-36，2013. 3. 26
・小坂井留美,  上田知行，井出幸二郎，小田史郎，本多理紗，相内俊一：北海道在住高齢者に
おける身体的・社会的特性と活動能力　-道内２地域の差から-．北翔大学生涯スポーツ学
部研究紀要,  第４号,  pp17-26,  2013. 3. 26
・永谷稔：総合型地域スポーツクラブの学校体育支援活動─北海道内２つのクラブに着目して
─.  北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要，第４号，pp37-44，2013. 3. 26
・千葉直樹，永谷稔：北海道におけるプロバスケットボールの試合開催に伴う経済効果に関す
る研究，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，第４号，pp7-11,  2013. 9. 1
・竹田唯史，大宮真一，山本公輔，増山尚美，晴山紫恵子：江別市における児童の体力向上に
関する研究（第８報）─Ａ小学校における朝運動プログラムの実践─，北翔大学生涯スポー
ツ学部研究紀要，第４号，pp1-15,  2013. 3. 26
・竹田唯史，近藤雄一郎，山本敬三，吉田真，吉田昌弘，山本敏美：スキー選手を対象とした
体力特性とトレーニング指導に関する研究， 北方圏生涯スポーツ研究センター年報, 第４号, 
pp67-75,  2013. 9. 1
・竹田唯史，綿山美佐子，近藤雄一郎，山本敬三，吉田真，吉田昌弘，山本敏美：スノーボー
ド選手の体力特性とトレーニングサポート実践について，北方圏生涯スポーツ研究センター
年報,  第４号,  pp83-90,  2013. 9. 1
・大宮真一，晴山紫恵子，山本公輔，竹田唯史，増山尚美：江別市における児童の体力向上に
関する研究（第７報）─Ａ小学校における「朝の運動遊び」実践プログラムの紹介②─，北
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翔大学短期大学部研究紀要，第51号,  pp1-16,  2013. 3. 19
・水野信太郎：美術史から工学史へ─さらに産業技術史研究への道─, シンポジウム「日本の
技術史をみる眼」第31回　技術史を学ぶことと今後の技術革新とは　講演報告資料集, シ
ンポジウム「日本の技術史をみる眼」第31回実行委員会編集（中部産業遺産研究会発行), 
pp63-73,  2013. 3. 24
・水野信太郎：耐震技術の発達史, 三陶会報, 第56号, あいち産業科学技術総合センター　常滑
窯業技術センター　三河窯業試験場　編集（あいち産業科学技術総合センター　常滑窯業技
術センター　三河窯業試験場　運営協議会　発行）,  pp6-12, 2013. 3 
・水野信太郎：日本海沿いの赤煉瓦,  北翔大学生涯学習システム学部研究紀要　第13号, 北翔
大学生涯学習システム学部研究紀要編集委員会　編集（北翔大学生涯学習システム学部　発
行),  pp129-136,  2013. 3. 26
・水野信太郎：宮澤賢治のいる光景と建築物, 北翔大学短期大学部研究紀要　第51号, 北翔大
学短期大学部研究紀要編集委員会　編集（北翔大学短期大学部　発行),  pp105-112,  2013. 3. 
19
・水野信太郎：石川啄木が「日本人受け」する４要素～啄木の作品と生涯の両面における「わ
かり易さ」～ , 国際啄木学会会報別冊　2013年釧路大会特集号, 森義真　編集（国際啄木学
会　発行）,  p14,  2013. 9. 1
・吉田昌弘，吉田真，片寄正樹：骨性の足関節前方インピンジメント症候群に対する鏡視下手
術-術後リハビリテーション,  臨床スポーツ医学,  第30巻臨時特別号,  pp444-449,  2013. 7
④学会発表（口頭発表・ポスターセッション）
・青木康太朗，粥川道子：高齢者を対象とした自然体験型健康増進プログラムの実践とその成
果，日本レジャー・レクリエーション学会第43回学会,  宮城，2013. 11
・小田史郎，佐々木浩子，小田嶋政子，木下教子，杉岡品子，上田知行，村上純一，高橋克年：
生活習慣病の予防が期待できる身体活動量の確保は睡眠にもよい影響を及ぼすか，日本睡眠
学会第38回定期学術集会，秋田，2013. 6. 27-28
・小田史郎，佐々木浩子，小田嶋政子，木下教子，杉岡品子，上田知行，高橋克年：健康づく
りのための身体活動基準2013と夜間睡眠との関係，第68回日本体力医学会，東京，2013. 9. 
21－23 
・佐々木浩子，小田史郎，小田嶋政子，木下教子，杉岡品子，上田知行：高齢者における運動
実施と不眠の関係，第68回日本体力医学会，東京，2013. 9. 21－23 
・Sasaki H, Oda S, Kinoshita N, Okita K: Seasonal diﬀ erences in the life-style and mental 
health in middle and old age sports club members living in a northern area, 18th annual 
congress of Europeian college of sports science, Barcelona, Spain, 2013. 6. 26－29
・木下教子，佐々木浩子，小田嶋政子，小田史郎，杉岡品子：中高年運動継続者の食生活意識
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調査　─季節間における比較─，第64回北海道公衆衛生学会，札幌，2013. 11. 8－9
・川初清典，山本敬三，竹田唯史，晴山紫恵子：鮫鱗皮のC.C.スキーグリップゾーン応用デザ
インとプロトタイプ試作・劣化耐容試験，北海道体育学会第53回大会,  函館,  2013. 12. 7
・須藤拓也, 工藤真斗, 岡本祐一郎, 阿部史, 堀田大介, 川初清典, 大堀克己：維持期心臓リハ
ビリテーション中断後の患者の運動実施状況に関する調査.  第33回札幌市病院学会大会,  札
幌,  2013
・大和田まみ, 岡本祐一郎, 阿部史, 堀田大介, 菊池健次郎, 川初清典, 大堀克己：維持期心
臓リハビリテーションの長期効果について.  第33回札幌市病院学会大会,  札幌,  2013
・岡本祐一郎, 須藤拓也, 工藤真斗, 阿部史, 川初清典, 堀田大介, 菊池健次郎, 大堀克己：心
肺運動負荷試験（Cardiopulmonary exercise test: CPX）と６分間歩行テスト（6 minutes 
walk test:6MWT）の相違点.  第33回札幌市病院学会大会,  札幌,  2013
・村井明人,  阿部史,  儀間充,  堀田大介,  菊池健次郎,  川初清典,  大堀克己：当院における
維持期透析患者に対するリハビリテーションの実施状況について. 第33回札幌市病院学会大
会,  札幌,  2013
・工藤真斗, 須藤拓也, 岡本祐一郎, 大和田まみ, 阿部史, 堀田大介, 川初清典, 大堀克己：心
疾患患者が実施するパークゴルフの安全性について. 第33回札幌市病院学会大会, 札幌, 2013
・宮本将典, 阿部史, 川初清典, 堀田大介, 菊池健次郎, 塚本勝, 大堀克己：低強度で実施した
際のノルディックウォーキングの酸素摂取量について. 第33回札幌市病院学会大会, 札幌, 2013
・千葉拓実,  阿部史,  坂田純一,  大堀克己,  堀田大介,  川初清典：当院における心臓弁膜症術
後患者の退院後のADLについて.  第33回札幌市病院学会大会,  札幌,  2013
・佐藤剛,  阿部史,  堀田大介,  川初清典,  伊達修,  大堀克己：肥満が慢性静脈不全に及ぼ
す影響.  第33回札幌市病院学会大会,  札幌,  2013
・岡本祐一郎,  須藤拓也,  工藤真斗,  阿部史,  川初清典,  堀田大介,  菊池健次郎,  大堀克己：
「パークゴルフ」の心リハへの導入～有効性の検討～ .  第19回日本心臓リハビリテーション
学会学術集会,  仙台,  2013 
・工藤真斗,  阿部史,  川初清典：心臓リハビリへのパークゴルフ応用～生涯に亘る運動継続を
目指して～ .  日本生涯スポーツ学会第15回大会,  熱海,  2013 
・阿部史,  工藤真斗,  川初清典：心臓リハビリとしてのスポーツの生涯学習化～生涯に亘るス
ポーツ療法への有効性のために～ .  日本生涯スポーツ学会第15回大会,  熱海,  2013
・川初清典（コーディネーター）：第９回北海道心臓リハビリテーション研究会シンポジウム
「北海道リハ」モデルの充実化のために～地域の現状,  札幌,  2013, 4
・川初清典,  晴山紫恵子,  上杉尹宏：（招待シンポジスト）スキー・ノルディック複合我が国
ナショナルチームの黄金期形成に貢献した人間工学的手法の適用の紹介.  日本人間工学会第
54回大会,  千葉,  2013. 6. 1
・白川和希，上田知行，井出幸二郎，小坂井留美，加藤　満，大宮哲，須田力：雪上歩行方法
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による歩容パラメータの違いについて， 日本雪氷学会北海道支部研究発表会, 札幌， 2013. 5. 
17-18
・Kozakai Rumi，Ando Fujiko, Kim Heung Youl, Lee Sungchul, Yuki Atsumu & Shimokata 
Hiroshi: Factors leading to regular exercise in community-living middle-aged and older 
people without regular exercise experience， The 18th Annual Congress of the European 
College of Sports Science，Barcelona， 2013. 6. 26-29
・Yuki Atsumu，Otsuka Rei, Kozakai Rumi, Ando Fujiko, Shimokata Hiroshi: ow Free 
Testosterone Levels are Associated with Loss of Appendicular Muscle Mass in Japanese 
Community-Dwelling Women， The 18th Annual Congress of the European College of 
Sports Science，Barcelona， 2013. 6. 29
・上田知行，小坂井留美：産学官で協働した介護予防事業の取組， 日本体育学会第64回大会，
草津， 2013. 8. 30
・幸篤武，大塚礼，小坂井留美，安藤富士子，下方浩史：アンドロゲン受容体遺伝子多型とテ
ストステロンの相互作用が中高齢男性の筋量に与える影響， 第68回日本体力医学会大会，東
京， 2013. 9. 21
・小坂井留美，安藤富士子，金興烈，李成喆，幸篤武，大塚礼，下方浩史：中高年期における
握力の縦断変化の性差， 第68回日本体力医学会大会，東京， 2013. 9. 22
・白川和希，上田知行，井出幸二郎，小坂井留美，加藤満，大宮哲，須田力：雪上歩行時の歩
容パラメータおよび酸素摂取量に対する雪上歩行具の影響， 第68回日本体力医学会大会, 東
京， 2013. 9. 23
・竹田唯史,  進藤省次郎,  佐藤亮平,  近藤雄一郎：体育授業における教育内容・教材の順序
構造とその構成方法について（３）─バレーボール実技の指導について─, 日本体育科教育
学会第18回大会,  東京,  2013. 6. 23
・竹田唯史,  近藤雄一郎,  山本敬三,  川初清典：アルペンスキー大回転競技におけるタイム分
析─第90回全日本スキー選手権大会を対象として─, 日本体育学会第64回大会, 草津, 2012. 
8. 28
・後藤永行,  竹田唯史,  近藤雄一郎,  佐藤亮平：初心者を対象とした男子ラクロスの指導理
論について,  日本体育学会第64回大会,  草津,  2012. 8. 28
・近藤雄一郎,  竹田唯史,  進藤省次郎,  佐藤亮平：学校体育におけるバレーボール・オーバー
ハンドパスの教授プログラムの検証, 日本体育学会第64回大会, 草津, 2012. 8. 28
・山本公輔,  竹田唯史,  大宮真一,  増山尚美：北海道Ｅ市における児童の体力向上に関する研
究─Ａ小学校における朝運動プログラムの実践─, 日本体育学会第64回大会, 草津, 2012. 8. 28
・石井由依,  竹田唯史,  大宮真一,  増山尚美,  山本公輔：北海道Ｅ市児童の体力特性, 日本
体育学会第64回大会, 草津, 2012. 8. 28
・竹田唯史,  近藤雄一郎：アルペンスキー競技回転種目におけるタイム分析─第90回全日本ス
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キー選手権大会回転競技を対象として─,  冬季スポーツ科学フォーラム,  北翔大学,  2012. 
8. 11
・竹田唯史,  近藤雄一郎：アルペンスキー大回転競技と回転競技におけるターン時間に関する
研究─第90回全日本スキー選手権大会大回転競技を対象として─,  日本スキー学会研究会, 
東京,  2013. 9. 7
・佐藤亮平, 竹田唯史, 近藤雄一郎：国内トップレベルの中学生を対象としたサッカーのゲ
ーム分析─第24回全日本ユースサッカー選手権大会準決勝・決勝を対象として─,  平成25年
度北海道体育学会第53回大会,  北海道教育大学函館校,  2013. 12. 7
・山田雪花,  竹田唯史,  谷川松芳,  佐藤亮平,  近藤雄一郎,  進藤省次郎：空手道における技
術的特質について, 平成25年度北海道体育学会第53回大会, 北海道教育大学函館校, 2013. 12. 7
・梅田千尋,  竹田唯史,  佐藤亮平,  近藤雄一郎,  進藤省次郎：ハンドボールにおける技術的特
質について,  平成25年度北海道体育学会第53回大会,  北海道教育大学函館校,  2013. 12. 7
・Takeda Tadashi, Kondo Yuichiro, Yamamoto Keizo：Time analysis of giant-slalom 
and slalom in alpine ski competition. In：Muller E, Kröll J, Lindinger S, Stoggle T, 
Pfusterschmied J（Eds.），Book of Abustracts, 6th International Congress on Science and 
Skiing. 144, Salzburg, Austria, 2013. 12. 14
・永谷稔：総合型地域スポーツクラブの学校体育支援活動，日本体育スポーツ経営学会第36回
大会,  京都,  2013. 3. 22
・永谷稔：北海道と沖縄におけるプロバスケットボール観戦者の比較について, 日本体育学会
第64回大会,  草津,  2013. 8. 28.
・永谷稔，千葉直樹，畠山孝子：北翔大学大学に置ける総合型地域スポーツクラブ周辺住民調
査について─札幌市厚別区の調査結果から─，北海道体育学会第53回大会, 函館, 2013. 12. 8
・松村美佳子,  和史朗,  竹田唯史：重度障害者を対象とした野球指導の実践方法に関する研究 
～ 肢体不自由特別支援学校におけるゴロ野球の取り組み ～，日本体育学会第64回大会, 草
津,  2013. 8. 28
・畠山孝子：炭鉱企業におけるスポーツの導入と戦前の展開─北海道炭礦汽船株式会社の事例
─,  日本労務学会北海道支部会,  北海道,  2013. 6. 22
・廣田修平：平行棒における技術開発の試み，日本スポーツ運動学会第26回大会,  茨城,  2013. 3. 
28
・水野信太郎：啄木新婚の家と旧斉藤家住宅（啄木ゆかりの建築物　3), 日本建築学会北海道
支部研究報告集　No.86,（日本建築学会北海道支部),  pp417-420,  2013. 6. 29
・野口英一朗,  水野信太郎：依佐美（よさみ）送信所とその後（旧依佐美送信所の研究　1),
日本建築学会大会学術講演梗概集（北海道), （日本建築学会), 頁数907-908,  出版年月2013. 8. 
・水野信太郎,  野口英一朗：設計担当者・竹内芳太郎について（旧依佐美送信所の研究　2),
日本建築学会大会学術講演梗概集（東海),（日本建築学会),  頁数909-910,  出版年月2013. 8.
59
・吉田真，片寄正樹：スキーでのACL損傷の予防，第5回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科
学会,  札幌,  2013. 6
・渡邉耕太，大坪英則，寺本篤史，鈴木智之，小林拓馬，工藤未来，山下敏彦，片寄正樹，吉
田真，奥脇透：スキージャンプ選手に対する整形外科的メディカルチェック，第39回日本整
形外科スポーツ医学会学術集会,  名古屋,  2013. 9
・吉田昌弘，吉田真，片寄正樹：北翔大学ATルームの活動状況と包括的競技者サポートシス
テムの構築に向けた取り組み， 第１回日本アスレティックトレーニング学会学術集会, 東京，
2013. 2
・戸田創，野崎修平，本村遼介，冨田悠平，吉田昌弘，渡邉耕太，片寄正樹，吉田真：スキー
ジャンプ飛行姿勢における性別, 年代別のV字角度の違い, 第24回日本臨床スポーツ医学会
学術集会,  熊本,  2013. 10
⑤報告（研修報告）
・青木康太朗，田中祥子，新田和子，嶋結子，外山真理，是常景子：「カナディアンキャンプ
スタディツアー」の研修報告，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，第４号，
pp49-55，2013. 9
・上田知行,  相内俊一,  小田嶋政子,  小田史郎,  井出幸二郎,  小坂井留美：産学官で協働した
地域におけるソーシャルビジネスの研究（第３報), 北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要, 第
４号,  pp65-72,  2013. 3
・加藤満,  上田知行,  白川和希,  須田力,  小田史郎：第一回　ニュースポーツ研究会の報告─
情報交換会の場として─，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報,  第４号,  pp39‒
48，2013. 9
・小田史郎，小田嶋政子，佐々木浩子，木下教子，杉岡品子，上田知行，村上純一，高橋克年：
中高年者の身体活動量と他の生活習慣との関連について，北翔大学生涯スポーツ学部紀要， 
第４号,  pp45-50,  2013. 3. 26
・小田嶋政子（監修),  相内俊一,  上田知行：健やかな食事を考えよう, コープで健食！プロ
グラム「健康生活」ガイドブック,  pp1-25,  2013. 10. 3
・粥川道子,  青木康太朗（監修）：平成24年度野外教育実習　実践報告書, 北翔大学北方圏生
涯スポーツ研究センター ,  2013. 3
・粥川道子：YMCAキャンプに感謝, THE YMCA NEWS,  573号,  p1,  2013. 7
・小坂井留美：フィンランド・ユヴァスキュラ大学留学記. 東海体育学会会報, 86, pp25-30. 
2013. 6
・水野信太郎,  菊地達夫：北海道と東北における地域資源を活かした活動, 北翔大学北方圏学
術情報センター年報,  第５号,  pp79-93,  2013. 5
・水野信太郎：インタビュー「私の歩んだ道」　尾西毛織物業の栄光と衰退の体験を語り伝え
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て　鈴木貴詞さん,  産業遺産研究,  第20号,  pp97-102,  2013. 5. 26
・竹田唯史, 進藤省次郎, 近藤雄一郎, 宗野文俊, 佐藤亮平：運動技術・戦術指導における教
育内容・教材の順序構造とその構成方法について（２）─サッカーとフラッグフットボール
の指導─,  体育科教育学研究,  第29巻第１号,  pp.88,  2013. 3. 25
・吉田真，松本尚，井上雅之，吉田昌弘，山本敬三，竹田唯史：北海道フリースタイルモー
グル選手の体力特性，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報, 第４号,  pp77-82, 
2013. 9
・吉田昌弘，吉田真，北島剛：北翔大学フィールドテストにおけるフィードバックシステムの
構築，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，第４号，pp57-62,  2013. 9
⑥教育実践（ひらめき☆ときめき，出張講義，公開・市民講座，教育免許状更新講習，各教育
委員会主催各種教員研修，各種教育実践講演, その他）
・青木康太朗：スノーシュー体験会，スポルクラブ，江別市・野幌森林公園，2013. 2. 2
・青木康太朗：アウトドアスポーツ普及事業「雪の森へようこそ」，恵庭市教育委員会，江別市・
野幌森林公園，2013. 2. 9
・青木康太朗：北翔大学オープンキャンパス模擬授業「アイスブレイキング!!!」，北翔大学，
江別市・北翔大学，2013. 3. 9
・青木康太朗：教員免許状更新講習＜選択領域＞「子どもの心と体の育ち─子どもの心をはぐ
くむ体験活動─」，北翔大学，江別市・北翔大学，2013. 8. 6
・青木康太朗：らくらく軽登山，スポルクラブ，札幌市・藻岩山，2013. 9. 29
・青木康太朗，上田知行：スマイル・ウォーク，あかびらまるごと元気アッププログラム，赤
平市・エルム高原家族旅行村，2013. 10. 13
・青木康太朗，小田史郎：みなクルカップ，奈井江町健康ふれあい課，奈井江町・交流センター
みなクル，2013. 11. 22
・青木康太朗：子どもの頃の豊かな体験がもたらす効能，青少年育成富山県民会議，サンシッ
プとやま，2013. 11. 30
・上田知行：「地域まるごと元気アッププログラム」体力測定結果報告会, 赤平市・赤平市交
流センターみらい,  2013. 9. 11
・上田知行：「網走管内国保運営協議会委員研修会」,  北海道オホーツク総合振興局保健環境部
社会福祉課,  網走市,  2013. 12. 2
・上田知行：平成25年度健康運動実践指導者指導実技試験実技評価委員, 健康・体力づくり事
業財団,  広島YMCA専門学校,  2013. 12. 23
・上田知行：上富良野町健康づくり町民の集い「健康づくり推進のまち」宣言町民大会パネル
ディスカッション,  上富良野町,  上富良野町保健福祉総合センター「かみん」,  2014. 2. 8
・上田知行：石狩管内家庭教育サポート企業等連携協力事業「冬の親子元気アップフォーラム」, 
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北海道教育庁石狩教育局,  北広島市総合体育館,  2014. 2. 15
・上田知行：空知管内栄養士研修会,  空知総合振興局保健環境部,  2014. 3. 26
・上田知行：夕張市保健福祉課「夕張市運動普及サポーター養成講座」,  夕張市保健福祉課,  2013. 
2～3
・上田知行：夕張市「健康運動クラブ」,  夕張市保健福祉課,  夕張市・夕張市民研修センター , 
2013. 2～9
・上田知行：積丹町特定保健指導初回面接,  積丹町国民保健課,  積丹町・積丹町総合文化セン
ター ,  2013. 3. 13～10. 18
・上田知行：利尻富士町介護予防教室, 利尻富士町保健福祉課, 利尻富士町・利尻富士町保健
福祉総合センター ,  2013. 3～12
・上田知行,  井出幸二郎,  小坂井留美,  小田史郎,  本多理紗：月形町健康づくり・体力づくり
事業「ヘルシーアカデミー」,  月形町教育委員会,  月形町・月形町総合体育館ほか,  2013. 5
～2014. 3
・上田知行：興部町指導者養成事業講師,  興部町教育委員会,  2013. 7～2014. 2
・上田知行：北海道水中運動協会指導者養成講習会及び研修会講師,  北海道水中運動協会,  江
別市・滝川市・津別町,  2013. 8～11
・上田知行：網走ブロック老人クラブ連合会研修会,  美幌町老人クラブ連合会,  2013. 7. 25
・上田知行：中標津管内栄養士研修会,  中標津保健所,  2013. 11. 11
・上田知行：大学・企業のスポーツ資源を活用した地域コミュニティ活性化促進事業,  美幌町
「ニューエルダースポーツ教室」,  文部科学省・美幌町教育委員会,  2013. 11～12
・上田知行：江別市蒼樹大学学習会専攻講座「健康体操」,  江別市教育委員会, 江別市・野幌
公民館,  2013. 1～2014. 2
・上田知行：訓子府町介護予防サポーター養成講座,  訓子府町健康福祉課,  訓子府町・訓子府
町保健福祉総合センター ,  2013. 7～12
・上田知行：余市町健康フェア「健康づくりと運動」,  余市町健康推進員協議会,  余市町・余
市町中央公民館,  2013. 9. 21
・上田知行：江別市聚楽大学学習会専攻講座「健康体操」,  江別市教育委員会,  江別市・江別
市中央公民館,  2013. 10～2014. 2
・井出幸二郎：高大連携事業「トレーニング論」,  恵庭南高等学校,  2013. 10. 29
・小田史郎：「ウィンターフェスタin大倉山2013」，ゴルポッカ体験会講師，2013. 2. 9～10
・小田史郎，青木康太朗：「ゴルポッカ＆スノーシュー森林ウォーク大会」運営スタッフ， 
2013. 2. 17
・小田史郎：「地域まるごと元気アッププログラム・体力測定会（赤平市）」，体力測定スタッフ，
2013. 8. 21
・小田史郎：健康運動実践指導者実技試験（学内実施型），試験総括責任者，2013. 11. 10
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・粥川道子, 青木康太朗：北海道キャンプ協会「ダッチオーブンは楽しい時間」，北翔大学，
2013. 7. 7 
・小坂井留美：氷雪寒冷圏域・FINLANDでのくらしと研究活動，人間－医療福祉施設系環境
評価制御問題・体温調節合同研究部会，札幌，2013. 1. 21
・小坂井留美：出張講義「スポーツライフとは？」，札幌拓北高等学校，札幌，2013. 2. 13
・小坂井留美：出張講義「豊かなスポーツライフとは？　～フィンランド人のライフスタイル
から～」，北海道江別高等学校，江別，2013. 11. 14
・杉岡品子：北海道教育庁「平成24年度10年経験者研修＜教科指導等研修＞（高等学校）」, 体
育活動中の安全管理と事故防止,  応急手当の実際,  北翔大学北方圏生涯スポーツ研究セン
ター ,  2013. 1
・杉岡品子：教員研修「子どもの自殺予防について」,  札幌市立発寒中学校,  2013. 5.
・杉岡品子：北翔大学オープンキャンパス体験授業, 「ストレスとリラクゼーション」, 北翔
大学,  2013. 7 
・杉岡品子：教員研修「不登校傾向の児童・保護者の対応について」，札幌市立発寒西小学校, 
2013. 10
・竹田唯史,  晴山紫恵子,  大宮真一,  増山尚美,  山本公輔：江別市内における児童生徒の体
力向上に関する実践的調査研究, 江別市教育委員会「体力向上実践研修会」, 文京台小学校, 
2013. 7. 2
・竹田唯史：子どもの心と体の育ち─スポーツ心理学メンタルトレーニング─,  平成23年度教
員免許状更新講習会,  北翔大学,  2013. 8. 6
・竹田唯史：「保健体育指導の在り方」─スポーツ運動学の観点から─,  北海道教育委員会高
等学校10年経験者研修（保健体育部会),  札幌市,  2013. 1. 6
・山本敬三,  竹田唯史：ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～
KAKENHI「パソコンを使って、スポーツ動作を分析しよう！」，独立行政法人　日本学術
振興会．北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター ,  2013. 10. 12
・土屋律子：教育免許状更新講習「子どもの心と体の育ち」，北翔大学,  2013. 8. 6
・土屋律子：高大連携事業「基本的な食事と栄養」,  恵庭南高等学校,  2013. 10. 30
・土屋律子：北翔大学市民講座「ロコモティブシンドロームと食生活」, 北翔大学北方圏生涯
スポーツ研究センター ,  2013. 12. 14
・永谷稔：出張講義「バレーボールのサーブのメカニズム」，東豊高等学校，2012. 9. 6
・永谷稔：シンポジスト，大学が運営する総合型地域スポーツクラブの現状と今後の課題─北
翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター総合型地域スポーツクラブ＜スポルクラブ＞の事例
─，北海道体育学会第53回大会，2013. 12, 8.
・和史朗：今求められる教師の資質 ～ 児童生徒理解のために ～ ，空知教育センター研修講
座講演，空知教育センター，2013. 1. 7
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・和史朗：障害のある子の健やかな成長のために～応用行動分析学を通して～，網走養護学校
冬のセミナー講演，北海道網走養護学校，2013. 1. 16
・和史朗：子どもの行動の「なぜ？」を考えよう～応用行動分析学を通して～旭川LD親の会
ぷりずむ研修会講演，旭川市障害者福祉センター，2013. 2. 9
・和史朗：ICF（国際生活機能分類）を活用した実践的な取り組みについて～個別の教育支援
計画の作成に生かすために～ , スキルアップ研修会講演，札幌市立山の手養護学校, 2013. 6. 
27
・和史朗：行動の「なぜ？」を考えよう ～ 応用行動分析学から学ぶ ～旭川LD親の会・北海
道LD親の会連絡協議会講演，旭川大学ビジネス専門学校，2013. 8. 10
・和史朗：ICFの活用と理解 ～ キャリア教育の視点を交えて～ , 北海道旭川養護学校全校研
修会講演，2013. 9. 11
・和史朗：免許状更新講習（選択領域）特別支援教育「問題行動の理解と対応」, 北翔大学, 
2013. 8. 8
・畠山孝子：講演「生活のなかの運動・スポーツ」, 実技講習「コーディネーション運動」, 石
狩管内社会教育事業フォーラム石狩,  2013. 11. 2
・畠山孝子：北翔大学生涯スポーツ学部市民公開講座「日本のテニス-始まりと今をつなぐ-」, 
2013. 12. 21
・廣田修平：北翔大学オープンキャンパス体験授業「体ほぐし運動」，2013. 7. 21
・廣田修平：北翔大学公開講座「器械運動」， 北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター， 
2013. 9. 17
・廣田修平：高大連携事業「スポーツ運動学－動きの本質を学ぶ－」，北海道恵庭市・北海道
恵庭南高等学校，2013. 10. 28
・廣田修平：北翔大学市民講座「簡単な健康ストレッチ」，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究
センター，2013. 12. 21
・増山尚美：平成24年度10年経験者研修「教科指導等研修（Ⅱ）」（高等学校), 北海道教育委
員会,  江別市，北翔大学，2013. 1. 7
・水野信太郎：建築各部別シリーズ「煉瓦と窓材」，Ｎ43赤煉瓦塾　第76回　赤れんがセミナー
　平成24年度　第２回学習会　ドクトル水野の煉瓦入門講座　37, Ｎ43赤煉瓦塾，北海道江
別市東野幌町・グレシャム市アンテナショップ，2013. 1. 26 
・水野信太郎：建築各部別シリーズ　「煉瓦と窓材（続編）」, Ｎ43赤煉瓦塾　第77回　赤れん
がセミナー　平成24年度　第３回学習会　ドクトル水野の煉瓦入門講座　38, Ｎ43赤煉瓦塾,
北海道江別市東野幌町・グレシャム市アンテナショップ,  2013. 3. 16
・水野信太郎：建築各部別シリーズ　「煉瓦と鋼材」, Ｎ43赤煉瓦塾　第77回　赤れんがセミナー
　平成24年度　第3回学習会　ドクトル水野の煉瓦入門講座　39, Ｎ43赤煉瓦塾, 北海道江別
市東野幌町・グレシャム市アンテナショップ,  2013. 3. 16 
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・水野信太郎：新・日本建築シリーズ　「世界に誇る日本固有の建築物」　①　神社と神域　
～寝殿造そして霊廟建築への系譜～ , 平成25年度　第１回　舞鶴市立赤れんが博物館市民講
座, 舞鶴市立赤れんが博物館, 京都府舞鶴市北吸・舞鶴市総合文化会館２階　研修室2, 2013. 
7. 28
・水野信太郎：新・日本建築シリーズ　「世界に誇る日本固有の建築物」　②　天守と城と城下
町　～南蛮渡来キリスト教からの影響～ , 平成25年度　第２回　舞鶴市立赤れんが博物館市
民講座, 舞鶴市立赤れんが博物館, 京都府舞鶴市北吸・赤れんが３号棟まいづる知恵蔵２階
　スペース3,  2013. 7. 29
・水野信太郎：平成25年　～この２年間という年へ～　東京駅の辰野金吾　歌舞伎座の岡田信
一郎　米澤金蔵氏の米寿, 全愛知県赤煉瓦工業協同組合　赤れんがセミナー , 全愛知県赤煉
瓦工業協同組合, 愛知県碧南市新川町・全愛知県赤煉瓦工業協同組合２階,  2013. 7. 31
・水野信太郎：苫小牧市美術博物館　平成25年度　第３回　大学講座　苫小牧・日本・世界の
れんが　れんがが来た道, 苫小牧市美術博物館　平成25年度　第３回　大学講座, 苫小牧市
美術博物館　１階研修室, 2013. 8. 17 
・水野信太郎：新・日本建築シリーズ　「世界に誇る日本固有の建築物」　③　座敷と茶室　～
畳ならびに書院造という名の発明～ , 平成25年度　第３回　舞鶴市立赤れんが博物館市民講
座, 舞鶴市立赤れんが博物館, 京都府舞鶴市北吸・舞鶴市総合文化会館２階　研修室2, 2013. 
9. 16
・水野信太郎：新・日本建築シリーズ　「世界に誇る日本固有の建築物」　④　産業施設と文化
住宅　～煙突の始まり, れんが窯の近代化～ , 平成25年度　第４回　舞鶴市立赤れんが博物
館市民講座, 舞鶴市立赤れんが博物館, 京都府舞鶴市北吸・舞鶴市総合文化会館2階　研修室
２, 2013. 9. 28
・水野信太郎：新・日本建築シリーズ　「世界に誇る日本固有の建築物」　⑤　日本人による技
術史上の発明品　～機械・金属・そして食から芸術へ～ , 平成25年度　第５回　舞鶴市立赤
れんが博物館市民講座, 舞鶴市立赤れんが博物館, 京都府舞鶴市北吸・舞鶴市総合文化会館
２階　研修室２,  2013. 11. 23
・水野信太郎：建築界における石材, 北翔大学　北方圏学術情報センター　平成25年度　市民
講座　地域資源について考える　第１部　「北海道の地域資源」, 北翔大学　北方圏学術情報
センター　地域資源グループ, 北翔大学　北方圏学術情報センター　６階会議室, 2013. 12. 8
・水野信太郎：岩手県と文学者ゆかりの建築物, Ｎ43赤煉瓦塾　第81回　赤れんがセミナー　
平成25年度　第１回学習会　ドクトル水野の煉瓦入門講座　40, Ｎ43赤煉瓦塾, 北翔大学　
北方圏学術情報センター　6階会議室,  2013. 12. 8.
・吉田　真：平成24年度10年経験者研修教科指導等研修（高等学校）「体育活動中の安全管理
と事故防止」，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター，2013. 1. 8
・吉田　真：ポスター発表セッション　運動器理学療法　スポーツ07（座長），第48回日本理
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学療法学術大会，2013. 5. 26
・吉田　真：高大連携事業「体軸安定化のためのトレーニング」， 北海道恵庭南高等学校， 
2013. 6. 24
・吉田　真：ソチ・オリンピックに向けた医学的サポート　スキージャンプ，第３回チームド
クター・トレーナーミーティング,  熊本,  2013. 10. 24
・吉田　真：アスレティックトレーナー最新事情　バンクーバーオリンピックとトレーナーサ
ポート，平成25年度障害者スポーツトレーナー養成講習会，2013. 11. 10
・吉田昌弘：下肢のスポーツ障害治療の科学的基礎:筋・腱・骨・骨膜‐筋障害セッション（座
長），第９回スポーツ理学療法セミナー ,  2013. 3. 24 
・吉田昌弘：健康講話「運動と健康」, 平成25年度中央区健康づくり講座,  札幌市中央保健セ
ンター，2013. 11. 30
・吉田昌弘：出張講義「スポーツ現場におけるコンディショニング」，札幌平岸高等学校, 
2013. 11. 14
⑦社会貢献・フールド活動（各種審議会委員，オリンピックトレーニングトレーナー，医学サ
ポートチームスタッフ）
・青木康太朗：公３事業，運営委員，公益社団法人日本キャンプ協会，2012. 4. 1～2014. 3. 31
・青木康太朗：北海道キャンプ協会，事務局員，北海道キャンプ協会，2010. 7. 1
・青木康太朗：子どもたちの体験活動の運動量に関する調査研究，研究委員，独立行政法人国
立青少年教育振興機構，2012. 7. 20～2013. 3. 31
・青木康太朗：「体験の風をおこそう３～数字で見る体験活動と「生きる力」～」編集委員会，
編集委員，独立行政法人国立青少年教育振興機構，2013. 7. 10～2014. 3. 31
・青木康太朗：平成25年度社会教育事業の開発・展開に関する調査研究　社会教育施設におけ
る指定管理者制度に関する調査研究委員会，研究委員，国立教育政策研究所社会教育実践研
究センター，2013. 6. 10～2014. 3. 31
・本多理紗, 井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　体力アップ　チャレ
ンジ教室」,  スタッフ,  2013. 3. 17 
・井出幸二郎：「地域まるごと元気アッププログラム・体力測定会（赤平町）」,  体力測定スタッ
フ,  2013. 8. 21～23
・井出幸二郎：「地域まるごと元気アッププログラム・体力測定会（余市町）」,  体力測定スタッ
フ,  2013. 8. 26,  9. 6
・井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　体力アップ　チャレンジ教室 月
形体育館オープニング」,  スタッフ,  2013. 12. 15
・上田知行：（NPO）日本健康運動指導士会北海道支部,  理事・事務局長, （NPO）日本健康運
動指導士会,  2004. 4～現在
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・上田知行：（NPO）北海道水中運動協会,  理事・事務局長,（NPO）北海道水中運動協会, 
2003. 4～現在
・上田知行：赤平市・（NPO）ソーシャルビジネス推進センター・コープさっぽろ・北翔大学
連携事業「あかびら・地域まるごと元気アッププログラム」,実行委員,あかびら地域まるご
と元気アッププログラムプロジェクト,  2010. 8～現在
・上田知行：（NPO）ソーシャルビジネス推進センター ,  理事,（NPO）ソーシャルビジネス
推進センター ,  2012. 5～現在
・上田知行,  井出幸二郎：「地域まるごと元気アッププログラム・認知機能測定会（余市町）」,
認知機能測定会スタッフ,  2013. 4. 12
・上田知行,  小坂井留美,  竹田唯史,  井出幸二郎,  小田嶋政子：「つきがた健康づくり・体力
づくり推進事業　町民体力測定」,  体力測定スタッフ,  2013. 5. 12
・上田知行,  小坂井留美,  井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　ヘルシー
ミーティング」,  スタッフ,  2013. 6. 16 
・小田史郎,  上田知行,  小坂井留美,  井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事
業　体力アップ　チャレンジ教室　ゴルポッカ」,  スタッフ,  2013. 1. 20
・小田史郎：「月形町ヘルシーアカデミー・ゴルポッカ講習会」講師，2013. 1. 20. 
・小田史郎：「赤平中央中学校総合学習の時間におけるゴルポッカ指導」講師，2013. 1. 24. 
・小田嶋政子：北海道開拓の村　評議委員　北海道開拓の村　2011. 4～現在
・小田嶋政子：北海道文化財保護協会　常任理事　北海道文化財保護協会　2000. 5～現在
・小田嶋政子：札幌市文化財保護審議会,  委員,  札幌市,  2007. 5～現在
・小田嶋政子：江別市文化財保護委員会,  委員,  江別市,  1998. 8～現在
・小田嶋政子：北海道食コーディネーター　北海道　2000. 5～現在
・川初清典：「小樽健康づくりウォーキングサポーター」養成講座, 小樽, 2013. 5. 17～31, 6. 
14
・川初清典：平成25年度小樽健康づくりウォーキング推進事業「小樽健康づくりウォーキング
サポーター」認定更新研修会,  小樽,  2013. 7 6
・川初清典：平成25年度小樽健康づくりウォーキング推進事業「小樽健康づくりウォーキング
サポーター」養成講座フォロウアップ研修会,  小樽,  2013. 12. 7
・川初清典：平成25年度北海道・北海道健康づくり財団ノルディックウォーキング普及推進員
養成講習会,  帯広,  2013. 6. 27
・川初清典：平成25年度北海道・北海道健康づくり財団ノルディックウォーキング普及推進員
養成講習会,  釧路,  2013. 10. 5
・川初清典：（社）日本ウォーキング協会第114回公認ウォーキング指導員研修会, 札幌,  2013. 
6. 21
・川初清典：日本体力医学会（評議員）
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・川初清典：日本運動生理学会（評議員）
・川初清典：北海道心臓リハビリテーション研究会（幹事）
・川初清典：冬季スポーツ科学研究会（運営委員）
・川初清典：高所トレーニング環境システム研究会（専門委員・理事）
・川初清典：日本学術振興会専門委員会委員
・川初清典：札幌市保健福祉局健康づくり推進協議会委員，会長
・川初清典：（財）札幌市健康スポーツ財団評議員
・川初清典：札幌市健康づくり推進協議会札幌市健康づくりセンターのありかた検討部会委員
（部会長）
・川初清典：（公財）北海道健康づくり財団，すこやかロード認定委員会委員，委員長
・川初清典：全国健康保険協会北海道支部，健康づくり推進協議会委員（会長）
・川初清典：札幌市健康づくり推進協議会次期札幌市健康づくり基本計画策定部会委員, 部会
長
・粥川道子：公２事業，運営委員，公益財団法人日本キャンプ協会,  2012. 4. 1～2014. 3. 31
・粥川道子：ウェルネス委員会，委員，公益財団法人北海道YMCA，1992. 6～現在
・粥川道子：北海道キャンプ協会，副理事長・副会長，2005. 10～現在
・粥川道子：NPO法人ネイチャープログラムデザイン，副理事長，2009. 7～現在
・粥川道子：施設業務運営委員会，委員長，独立行政法人国立青少年教育振興機構国立日高青
少年自然の家，2011. 4～現在
・小坂井留美,  井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　体力アップ　チャ
レンジ教室 ウォーキング大会」，スタッフ,  2013. 10. 14
・小坂井留美：あかびら・地域まるごと元気アッププログラム，講師・スタッフ，赤平市，
2012. 6～現在
・小坂井留美：よいち・地域まるごと元気アッププログラム，講師・スタッフ，余市町, 2012. 
10. 1～現在
・小坂井留美：つきがた健康づくり・体力づくり推進事業，講師・スタッフ，月形町教育委員
会，2012. 5. 24～現在
・小坂井留美：内部障害リハビリテーションフォーラム，実行委員，2013. 4. 1～現在
・小坂井留美：International Journal of Sport and Health Science，編集幹事，日本体育学会，
2013. 4. 1～現在
・小坂井留美：日本体育学会,  幹事,  2013. 6. 8～現在
・小坂井留美：第24回冬季スポーツ科学フォーラム,  実行委員，2013. 8. 10～11
・杉岡品子：札幌市立スクールカウンセラー .  札幌市教育委員会.  2006. 4～現在
・杉岡品子：北海道森田療法研究会　事務局.  2008. 4～現在
・竹田唯史：江別市スポーツ振興財団　評議員,  2008. 4～現在
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・竹田唯史：札幌市スポーツ振興基金助成選考委員会　委員，2008. 4～現在
・竹田唯史：札幌スキー連盟　評議員，2003. 4～現在
・竹田唯史：全日本スキー連盟　情報・医・科学部　医・トレーナー・科学サポート委員会　
NTC大倉山サポート部会　委員,  2008. 12～現在
・竹田唯史：北海道体育学会　理事,  2008. 4～現在
・竹田唯史：日本スキー学会　理事,  2000. 4～現在
・竹田唯史：北海道体力向上連絡協議会　委員,  2013. 6～
・永谷稔：日本バレーボール協会，強化委員,  日本バレーボール協会
・永谷稔：日本バレーボール協会，一貫指導委員,  日本バレーボール協会
・永谷稔：日本オリンピック委員会,  強化スタッフ（バレーボール），日本オリンピック委員
会
・永谷稔：日本アンチドーピング機構，ドーピングコントロールオフィサー，日本アンチドーピ
ング機構
・永谷稔：北海道バレーボール協会一貫指導委員会指導部副部長，強化部部員
・永谷稔：北海道大学バレーボール連盟，常任理事，強化部員，指導普及部長，北海道大学バ
レーボール連盟
・永谷稔：江別バレーボール協会，副理事長，江別バレーボール協会
・永谷稔：北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センタースポーツクラブ，サブコミッショナー，
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター
・和史朗：北海道特別支援教育学会副会長,  北海道特別支援教育学会,  2010. 7～現在
・和史朗：NPO法人つばさ応援団理事,  NPO法人つばさ応援団,  2006. 5～現在
・和史朗：北海道公立学校スクールカウンセラー，北海道教育委員会,  2007. 2～現在
・和史朗：北海道岩見沢高等養護学校学校評議委員会委員, 北海道教育委員会,  2007. 2～現在
・和史朗：三笠市就学指導委員会委員,  三笠市教育委員会,  2008. 10～現在
・廣田修平：第41回北海道学生体操競技・新体操・トランポリン競技選手権大会，運営委員，
北海道学生体操連盟，2013. 6. 8～9
・廣田修平：第66回北海道高等学校体操競技・新体操選手権大会，日本体操協会公認男子一種
審判員，北海道高等学校体育連盟・北海道教育委員会・北海道体操連盟，2013. 6. 21～6. 23 
・廣田修平：第52回北海道体操選手権大会兼第68回国民体育大会体操北海道代表選手選考会，
日本体操協会公認男子一種審判員，財団法人日本体育協会・公益財団法人北海道体育協会，
2013. 7. 12～7. 14  野幌総合運動公園体育館
・増山尚美：江別市スポーツ推進審議会,  副委員長，江別市教育委員会，2011. 9～現在
・増山尚美：北海道スポーツ推進審議会,  副委員長，北海道教育委員会，2011. 11～現在
・増山尚美：北海道立体育センター指定管理者候補者選考委員会，委員，北海道環境生活部く
らし安全文化局，2013. 9～2014. 3
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・増山尚美：北海道女子体育連盟,  理事,  北海道女子体育連盟，1997. 4～現在
・増山尚美：江別市地域スポーツクラブきらり ｢ちびっこスポーツ教室｣ 指導，江別市,  2007
～現在
・水野信太郎：江別市環境審議会,  委員,  江別市, 2008. 6. ～2014. 5 
・水野信太郎：江別市環境審議会,  会長,  江別市, 2010. 6. ～2014. 5 
・水野信太郎：舞鶴市立赤れんが博物館,  顧問,  舞鶴市,  1993. 11. 6. ～2014. 3. 31
・水野信太郎：日本建築学会,  査読委員,  日本建築学会,  1995. 4. 1. ～2014. 3. 31
・水野信太郎：産業考古学会,  評議員,  産業考古学会,  1997. 4. 1. ～2014. 6
・水野信太郎：特定非営利活動法人「やきもの21」，理事長,  北海道,  2010. 6. ～2014. 5
・吉田真：日本オリンピック委員会情報・医・科学専門部会医学サポート部門，部門員, 日本
オリンピック委員会， 2008. 1～現在
・吉田真：全日本スキー連盟NTC大倉山サポート部会，部会員，全日本スキー連盟，2008. 4
～現在
・吉田昌弘：日本スケート連盟スピード部ショートトラック強化委員会, 日本スケート連盟, 
医学スタッフ（トレーナー）,  2010. 9～現在
・吉田昌弘：第68回国民体育大会バドミントン競技（トレーナー），東京,  2013 10. 4～7
・吉田昌弘：ショートトラック全日本ジュニア測定合宿（トレーナー），東京,  2013. 5. 1～5
・吉田昌弘：ショートトラック全日本ジュニア強化合宿（トレーナー），札幌,  2013. 5. 31～6. 
4
・吉田昌弘：ナショナルトレーニングセンター（スキ ・ージャンプ）強化拠点施設活用事業（理
学療法士），2008～現在
⑧受賞（学会優秀賞，奨励賞，その他）
・小田史郎，佐々木浩子，小田嶋政子，木下教子，杉岡品子，上田知行，村上純一，高橋克年：
「生活習慣病の予防が期待できる身体活動量の確保は睡眠にもよい影響を及ぼすか」受賞名：
「ベストプレゼンテーション賞（日本睡眠学会第38回定期学術集会，2013. 6. 28.秋田市）」
・後藤永行，竹田唯史，近藤雄一郎，佐藤亮平：初心者を対象とした男子ラクロスの指導理論
について，日本体育学会第64回大会，立命館大学，日本体育学会若手研究奨励賞受賞，2012. 8. 
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北翔大学　研究紀要編集規程
（目　的）
第１条　この規程は，北翔大学・北翔大学短期大学部研究紀要に関する必要な事項を定めることを目的とする。
（発　行）
第２条　研究紀要は，各学部，短期大学１種類とし，原則として年各１回発行する。
２　研究紀要に掲載された論文等は，原則として国立情報学研究所が提供する「CiNii（サイニイ：NII論文情
報ナビゲータ)」における電子化により公開される。但し，執筆者が電子化による公開を許諾しない場合は，
原稿提出票をもって第４条に規定する紀要編集委員会に申し出るものとする。
３　前項の電子化による公開を許諾しない旨の申し出を受けた紀要編集委員会は，取りまとめの上，当該紀要
発行日までに図書館長に書面をもって届け出るものとする。
（資格等）
第３条　研究紀要に論文等を掲載できるのは本学及び友好交流校の専任教員に限る。ただし，共同研究者はこ
の限りではない。
２　研究紀要の同一誌・同一号に記載できる同一執筆者の論文などは，原則として１編とする。ただし，２人
以上の共著の場合はこの限りではない。
３　研究紀要には，論文のほか作品発表，研修などの研究活動の記事についても掲載することができる。
４　研究紀要に掲載する論文などは，未公刊のものに限る。
（委員会）
第４条　研究紀要の編集・発行等に関する事項は短期大学及び大学の各学部に置かれる紀要編集委員会（以下
「委員会」という）が執り行う。
２　論文などの採否・掲載順の決定は委員会が行う。
３　委員会は，原稿中の字句，体裁等についての校訂を行い，その結果に基づき，著者に対して再検討を求め
ることができる。
４　再検討を求められた著者が，委員会が定めた期日までに原稿を提出しない場合は，原稿を取り下げたもの
とみなす。
５　委員会は，論文等の校訂にあたり，委員会以外の者の協力を求めることができる。
（編　集）
第５条　研究紀要の原稿の受付は常時行う。ただし，研究紀要の発行日との関連から締切日を設定する。
２　締切日以前に発行予定号のページ数に達した場合には，その時点で締め切り，それ以降に受理したものに
ついては次号に掲載する。
３　発行予定のページ数に達しない場合は，受理した分のみで編集する。
４　校正は，初校及び再校を著者校正とする。
（費　用）
第６条　研究紀要への掲載は特別の場合を除いて無料とする。
２　著者に対しては，別冊30部を贈呈する。ただし，これを超える分は，著者の負担とする。
（要　項）
第７条　研究紀要に掲載する論文等の要項は，次のとおりとする。
⑴　論文等の１編の長さは，図・表を含めて印刷面16ページ（400字詰原稿用紙で約60枚相当）以内とする
⑵　論文等の原稿は，所定の様式（42字×35行×16枚）に従い記入すること
⑶　論文等の原稿には，和文及び外国語の表題・著者名をつけること
⑷　日本語の論文等には，外国語の抄録を添えることができる（300語程度）なお，抄録のキーワード（五つ
以内）をつけることができる。
⑸　外国語の論文等には，600字程度の日本語の抄録を添えること
⑹　図・表に関しては，番号を付して本文中に挿入するか，本文と別に作成する場合には挿入箇所，大きさ
（字数×行数）を原稿欄外に指示すること
⑺　論文等の原稿は，電子データの提出が望ましい。その場合，タイトル，著者等を明示するものとする。
（改　廃）
第８条　この規程の改廃は，運営連絡委員会の議を経て学長が行う。
　　　附　則
この規程は，平成９年４月１日から施行する。
　　　附　則（大学名称変更，機構改正に伴う改正）
１　この規程は，平成12年４月１日から施行する。
２　この規程改正に伴い，従前の北海道女子大学短期大学部研究紀要編集規程（平成元年４月１日制定）は廃
止する。
　　　附　則（校名変更に伴う改正）
１　この規程は，平成17年４月１日から施行する。
　　　附　則（国立情報学研究所による電子化に伴う改正）
１　この規程は，平成17年10月３日から施行する。
　　　附　則（校名変更に伴う改正）
この規程は，平成19年４月１日から施行する。
　　　附　則（電子化による公開を許諾しない場合の申し出の変更に伴う改正）
この規程は，平成20年２月18日から施行する。
　　　附　則（紀要発行単位の変更に伴う改正）
この規程は，平成22年10月12日から施行する。
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